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       癒 しとイヤ ラ シの ポル ノ グ ラ フ ィー

              代々木忠監督作品をめぐって一

              田  中  雅  一*

                  ポル ノグ ラフィーの文化人類学 的分析 とい う仕事 も,ま もな

                  くあ らわれるか もしれ ない(梅 樟忠夫 「季刊人類 学』第1巻

                  4号,171頁,1970)。

                  Amoral pornographer might use pomography as a

                  critique of current relations between sexes. His busi-

                  ness would be the total demystification of the flesh and

                  subsequent revelation through the infinite modulations

                  of the sexual act, of the real relations of man and his

                  kind. Such a pornographer would not be the enemy of

                  woman (Arlgela Carter,丁 舵Sα 吻 αη 凧)祝αη, pp.19-20,

                  1979),

                 1 は じ め に

 本 章 の 目 的 は,ア ダ ル ト ・ビデ オ業 界 の 巨匠 と称 さ れ る代 々木 忠 によ る初 期 の ア ダル ト ・ビ

デ オ 作 品 や 関連 資 料 を取 りあ げ,そ こに ど の よ うな セ ッ クス 観 や 女性 観 が 認 め られ るの か を 分

析 す る こ とで あ る。

 わ た しは か つ て 「世 界 を 構築 す る エ ロス」 にて,エ ロス と反 エ ロ ス と い う概 念 を使 って セ ク

シ ュ ア リテ ィを め ぐる さ ま ざま な言 説 の分 析 を 試 み た。

  エ ロ ス は,個 人 間 の濃 密 な 関係(二 人の世界)を 強 く示 唆 す る。 そ れ は な に よ り も性 を媒

  介 と す る偶 発 的 な 関 係 ・状 況 で あ る。 エ ロ ス は主 観 的 に は性 的 な相 互 作 用 を通 じて 自 己 と

  他 者 の 変 容 や 融 合 を 引 き起 こす。 身 体 を越 え,あ るい は身 体 そ の も のが 他 者 の身 体 を 受 け
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  入れ物理的境界を越えて拡大していく,自 己だけでなく他者 もまたともに世界を共有 し拡

  大 していく,そ うした世界構築の感覚をエロスが生み出す。ただし,こ れが一番重要なポ

  イントであるが,こ こではエロスを具体的な実体というよ り,エ ロスの関係を無化するよ

  うな支配にたいする対抗的概念としてとらえる。エロスは完成 したものとしてではなく生

  成的な概念である[田 中1997,290頁]。

そして,エ ロスの関係を無化するような支配を反エロスという言葉で表現 した。

  反エロスとは身体が当人にとって監獄と感 じられるような,意 識が身体 の虜 と感 じられる

  ような状況を意味する。 それはスカリー[Scarry 1985]が 描 く拷問の世界である。そ こ

  では自分の身体の延長である道具的世界  家具や部屋,家 屋  が,自 分を抹殺する

  ための道具 と化する。それだけではない。自身の身体す ら痛みの源 に変容す るのである。

  体が痛いのではなく,体 までもがわたしを痛めるのだ。身体とその延長である親和的な世

  界の自明性が消滅 し,自 己を苛む道具となる。それは快楽ではなく痛みが支配する世界だ。

  だが,快 楽の有無がエロスを反エロスか ら分かっのではない。快楽を与 えることが与える

  側の圧倒的な力の誇示であり,ま た与え られる側はその無力さを確認 しているだけで しか

  ない,と いうこともあるか らだ。 自己の世界構築,そ れを可能にす る力が他者の無化 に

  よってしか確認され得ないような状況が反エロス的なのである。さ らに,直 接的 ・物理的

  な力が認められないに しても他者を対等な,自 立 した存在とみなさない言説 もまた反 エロ

  スだ。つまり,反 エロスという概念は具体的な性行為においてだけではなく,そ れを取 り

  囲むまなざしや語 りが一方的な権力関係を前提として成立 しているような状況をも示す。

  その場合,エ ロスは既存の完成 された関係というよりは可能態 として,支 配的な反エロス

  世界にたいす る抵抗 として立ち現れる[田 中1997,291頁]。

 反エロスの典型 としてポルノグラフィーを掲げることができる。そこで,女 性 は,男 性の欲

望の対象(犠 牲者)で あると同時に,み ずか ら我慢できない,男 性な しには満足できない性的

存在 として描かれている。 ポルノグラフィーだけではない。同 じことは医学的言説にもしばし

ば認められるものである。女性 は,男 性の欲望や医学的まなざしの客体であると同時に,み ず

か らの欲望ゆえに男性に依存せざるをえない存在として描かれている。

 わたしはまた 「射精する性」[1999]と いう論文で男性のセクシュア リティについて論 じ,

欲望する女性 という前提に対する男性の態度 として,そ れに暴力的なかたちで接 し,ま たみず

からの欲望を満たそうとする 「排泄行為」に近い態度と,女 性の欲望 は暴力的なかたちで満た

されるものではないと認めたうえで,女 性に快楽を与えることで女性を究極的に支配 しようと
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す る態度の二つにっいて論 じた。両者とも反エロス的な態度であり,男 性の主導的立場は揺る

がない。す くなくともそれが撹乱することを男性は望んではいない。 しか し,こ うした状況で

は,男 性 もまた 「女性をっねにリー ドしなければならない」 といった理念に支配された犠牲者

でもある。

 二つの論文でわた しが行 ったことは,ど ち らかというと反エロスの構造を明 らかにすること

である。 しかし,こ れ らの論文で,エ ロスの可能性を示唆する事例をい くっかあげ,そ のうち

の一っとして代々木の作品に言及 しておいた。わたしにとって代々木の作品が他のアダル ト・

ビデオ作品(ポ ルノグラフィー)と 決定的に異なると思われるのは,そ こに反エロスではな くエ

ロスの可能性を見るか らである。

 代 々木の作品は,1980年 代 に脚光を浴び,見 る者に強い衝撃を与えてきた。 その作風は当

時のアダル ト・ビデオ業界をリー ドしてきたが,そ の作品は手本 というよりは,ほ かの誰 にも

まねができないものとしてとらえられてきたというほうが正確であろう。そ して,代 々木自身

の書物や雑誌,テ レビ番組での発言,さ らにはかれを対象 とするルポルタージュなどからその

セクシュア リティについての考え方 もよりよく知 られるようになった。

 以下,代 々木の生い立ちにっいて紹介 した後,主 として1987年 から1991年 までの初期の代

表的な作品にっいて考察を加えたい。

                2 生 い 立 ち

 代々木忠は,昭 和13年(1938年)に 北九州で生まれた1)。父は王子製紙の研究室に勤務 し,

その後 ミヤタ自転車に移 っている。そこではプロペラを補助するジェット噴射の開発などにも

携わってきたが,軍 の機密事項に属 していたため,そ の間家族との連絡を許されなか った。母

は3歳 とのときに亡 くなっている。姉夫婦に預けられたが,う まくいかなか ったという。親戚

をたらい回 しにされ,最 後 は祖父母のところに落ち着 く。小学二年で終戦を迎えた。当時代々

木を預かっていた祖母が米兵向けの売春宿を始める。二階には数人の女たちがいっ も住んでい

た。終戦直後,米 軍キャンプに忍び込んでチョコレー トを横流 ししたり,吸 い殻を集めて紙巻

きたばこを再生 したりして金を稼いだ。米兵 と日本人娼婦との大胆なふるまいに衝撃を受け,

性 に対す る関心 も芽生えた。

 中学に入ると,や くざとも関係 し,ケ ンカにあけくれていた。高校時代に,小 倉警察署の副

署長の息子 とケ ンカをし,大 阪へ逃げる。17歳 のときである。 そして,寝 屋川で花屋勤めを

する。 独立 し,23歳 で結婚 もして うまくいくかにみえたが,北 九州 に妹を訪ねたとき,か っ

ての仲間から戻って きて力を貸 して欲 しいといわれ,や くざの世界にはいる。妻 とも別れて し

まう。そしてス トリップの興行を仕切る仕事に就いていたが,結 局,金 が優先する世界に嫌気
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が さ して27歳 で 足 を洗 った。 興 行時 代 は未 成 年 の 踊 り子 を 車 で 運 ん だ せ いで,未 決 囚 と して

8ヶ 月 間勾 留 され て い る。 ま た,従 業 中,地 方 の や くざ と の い ざ こ ざで 警 察 に数 度 逮 捕 さ れ て

い る。 足 を 洗 って,ス トリ ップ の興 行 で知 り合 った コメ デ ィア ンの と こ ろ で世 話 にな りな が ら

ピン ク映画 の世 界 に関 心 を 抱 くよ うにな った。 代 々木 の左 手 の小 指 が 欠 損 して い るの は,や く

ざ 時代 の名 残 で あ る。 ワ ー ル ド映 画 の助監 督 に な った のが29歳 の 時 だ っ た。1967年 に入 社 し,

1970年 に倒 産 す る まで 働 い た。 そ の と き女 優 の 真 湖 道 代 と再 婚 して い る。 そ の後,日 活 の下

請 け を して い た プ リマ 企 画 に プ ロデ ュー サ ー と して入 社 した。

 1972年 に制 作 した 「女 高 生 芸者 」 が他 の作 品 と と も に狸 褻 罪 で摘 発 を 受 け る。 これ が い わ

ゆ る 日活 ロマ ンポル ノ裁 判 の発 端 で,1983年 に東 京高 裁 で結 審,無 罪 とな る。

 1981年 女 優 愛 染 恭 子 を主 演 とす る ビデ オ 『淫 欲 の うず き』 を制 作 す る。 翌 年 に は 『ドキ ュ

メ ン ト ・オ ナ ニ ー シ リー ズ』 を7本 作 成,そ の うち の一 っ は8万 本 売 れ る大 ヒ ッ トと な った。

また松 下 電 器 の 家 庭 用 ビデ オ デ ッキ と愛 染 恭子 主演 の ビデ オ との セ ッ ト販 売 に よ って,ビ デ オ

デ ッキ の普 及 率 は一 年 で 日本 全 国 の世 帯総 数 の1パ ー セ ン トか ら5パ ー セ ン トへ 増 え た とい う。

1982年 に は ビデ オ ソ フ ト(ア ダル ト・ビデオはその うち4割)は100億 円市 場 とみ な さ れ,ビ デ

オ デ ッキ は98万 台 売 れ た 。 レ ンタル店 が普 及 す る の は これ よ り少 し後,1984年 に な って か ら

で あ る2)。 これ に よ って,ひ と び とは手 軽 にた く さん の ビデ オ を 楽 しめ るよ う に な っ た。 ア ダ

ル ト ・ビデ オ は,大 人 の お もち ゃ屋 の陳 列 棚 か ら飛 び だ し,よ り廉 価 な商 品 と して 出 回 る こ と

に な った の で あ る。1981年 に 日本 ビデ オ倫 理 協 会 の 審 査 対 象 に な っ た の は119本 で あ っ た。

それ が1992年 に は4406本 とな った。

 ア ダル ト ・ビデ オ は,ビ デ オ とい う特 性 を 生 か し,演 出 を 極 力 抑 え た本 番(あ るいはそれに近

い性行為)を ドキ ュメ ン トタ ッチ で撮 る,と い う ことが 基 本 的 な設 定 と して 定 着 した 。 そ して,

視 聴者 は,快 楽 に耽 る女 性 た ち の痴 態 を 求 め て い た 。 セ ッ クス と い う行 為 で は な く,オ ー ガ ズ

ム と い う体 験 が 商 品 化 さ れ た3)。 代 々 木 が こ う した流 れ の先 駆 者 で あ っ た こ と は間 違 い な い。

しか し,か れ は さ らに,体 験 の主 体 とな る個 々の 出 演者 に注 目 して い た 。

 1981年12月 に 自身 の ビデ オ制 作会 社 ア テナ 映像 を設 立 し,2005年 ま で 社 長 の任 に就 い て い

た。年 に30本 近 い ビ デ オ 制 作 だ けで な く,執 筆 活 動 も盛 ん で,処 女 作 と な る 『プ ラ トニ ッ

ク ・ア ニ マ ル」(1992),『 オ ー プ ンハ ー ト」(1993),『 色 即 是 空 」(1995),『 マ ル チ エ イ ジ ・レボ

リュ ー シ ョ ン」(1998)な どが あ る。

                 3 作 品 群

 代 々木 の作 品 は,い くつ か の シ リー ズ に分 け る こ とが で き る。 本 格 的 に ビデ オ作 品 を 取 り始

め た代 々木 は,ま ず 『愛 染 恭 子 の本 番生 撮 り シ リー ズ」5本 を ヒ ッ トさせ た後,1982年 か ら
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「ドキ ュ メ ン ト ・オ ナ ニ ー シ リー ズ」 を撮 る。 ま ず7本,そ の後,新 シ リー ズで9本,計16本

の 作 品 を撮 って い る。

 3-1 『看 護 婦 小 林 礼 子 の場 合 」

 手 元 に あ る 『看 護 婦 小 林 礼 子 の 場 合」(1987年,30分)を 紹 介 して お こ う。 「た だ た だ オ ナ

ニ ー をす る女 の 内 面 を嘘 偽 りな くいか に 引 き 出せ るか この 隠 され たお ん な の性 を大 胆 に も実

践 編 へ 挑 戦 した 作 品 で あ る」 とい うキ ャプ シ ョ ンが最 初 に流 れ る。 そ して,代 々木 と の面 接 場

面 が流 れ る。 真 正 面 に小 林 が 座 り,代 々木 に対 面 して い る。 か れ は画 面 に背 を 向 け て右 手 に

座 って い るが,見 え る の は左手 だ け で あ る。

 仕 事 の話,初 体 験(高 校 時代),い ま の年 齢(25歳),オ ナ ニ ー の記 憶(小 学生 の時 か ら)な ど

に っ い て の 質 問 が な さ れ る。 さ らに,「 定 期 的 に(オ ナ ニ ーを)や り た くな っ た の は いっ か

ら?」 「今 は か れ は い る の?」 「フ ェ ラチ オ な ん か は して る の?」 「女 の人 っ て,フ ェ ラチ オな

ん か して快 感 を 得 られ る って ホ ン と?」 「精 液 を 飲 ん だ りす る?」 な ど と性 生 活 にっ いて の質

問 が 続 く。 「暑 い で し ょ。 上 着 を脱 いだ ら?」 と い う代 々木 の誘 い に,「 じ ゃあ ち ょ っ とだ け。

す こ しは ず か しん だ け ど」 と言 って小 林 は下 着 姿 に な る。 代 々木 は こ こで用 意 した 白衣 を着 て

ほ しい と頼 む 。 場 面 が 飛 ん で,看 護 婦 の衣 装 を着 て 座 る。 バ イ ブ を もたせ,フ ェ ラチ オ の まね

を して ほ しい と頼 む。 「ど の辺 が 一 番 感 じる と思 う。 先 の方?」 「こ の辺 か な」 と言 い なが ら小

林 はバ イ ブに 舌 を 這 わ せ,「 こん な感 じか な 」 と,バ イ ブの先 を くわ え る。 「これ以 上 は無 理 」

と は に か み な が ら拒 否 す る。 「彼 氏 の は こん な(大 きさな)の?」 「いっ もの通 りに フ ェ ラチオ

を 見 せ て」 と実 演 を頼 む 。 沈黙 の ま ま,小 林 の フェ ラの 場 面 が 続 く。 「うま い じゃな い,ね,

す ご い ね,一 回 二 回 じ ゃな い じゃな い,や っぱ りそ う い うふ うにや って あ げ る と女 の人 も感 じ

て くる う」 「うん,快 感 あ る。」 そ して,ス イ ッチ を入 れ,胸 に 当 て させ る。 「あ あ,感 じ る」

… … 「は じめ て で す か
,じ ゃち ょっ とさ股 間 に さ,ず 一 っ と それ を さ,あ な た の一 番 感 じる と

こ に,太 股 に,太 股 が 感 じる って 言 っ たよ ね,じ ゃあ太 股 に当 て て み て よ」 「こ こで で す か」

「うん,は ず か しい?」 「ち ょ っ と はず か しい」 「で も今 日 はや って 見 せ て くれ る って い う約 束

だ か ら,ぜ ひ と もお願 い した いね。 ね,か た ち だ け で い い か らち ょ っ とや って み て 」 「か た ち

だ けで す か?」 「うん,あ な た の指 で い いか ら一 番感 じや す い と こ ろ,ど こ?」 「指 で す か?」

と言 って,看 護 婦 の制 服 の裾 を 自分 で め く り股 間 に指 を 這 わ せ る。 も う少 し足 を ひ ろ げて くれ

る と頼 む と,白 いパ ン ッが ア ップ に な る。 小 林 は4本 の 指 を上 下 に這 わ せ な が ら代 々木 と の会

話 を続 け る。 「どん な と き濡 れて くる のか 」 な どな ど。 ス イ ッチ を入 れ さ せ て,長 椅 子 に横 た

わ って も らい,バ イ ブを 股 間 に あて が う。 小 林 の反 応 を見 て 「敏 感 な ほ う なん だね 」 「上 下 に

勤 か した らい い」 「も う中 濡 れ て る」 「そ ん な に感 じて るん だ」 … … 「ね,パ ン ッと って 」 「脱

ぐん で す か,は ず か しい。」 い っ た ん中 断 して ベ ッ ドに誘 う。 「じ ゃあ看 護 婦 さん の オ ナ ニ ーを
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今 日 は じっ く り と見 せ て も らお う,い いね 今 日は。」

 場 面 が 変 わ って,ベ ッ ドに一 人 仰 向 け に な って い る小 林 が 写 って い る。 制 服 もパ ン ッ も着 た

ま ま。 「感 じる,入 れ た くな っ ち ゃう」 「い い よ,(パ ンッ)と っ ち ゃい な よ 。」 モ ザ イ クが かか

る。 途 中 で顔 の ア ップ とな り,「 イキ そ う」 と い う彼女 の顔 を撮 り続 け る。 も う一 度 イ ク こ と

を うなが し,「 イ ク と きの 顔 って最 高 だ ね」 と コ メ ン ト。 「い い感 じ?」 「い い感 じ」 「も っ と強

い の使 っ て み た い?」 「強 い の使 って み た い。」 代 わ り に も っ と太 い バ イ ブを 入 れ て,ロ ー ター

を ク リ ト リス に 当 て て そ の ま ま イ ッて しま う。 ロ ー タ ー にっ い て の会 話 が 続 く。 小林 は 目 を閉

じた ま ま話 を して い る。

 「こん な に い い と思 わ な か った」 「ど う,今 の,そ の感 じ?」 「ぜ ん ぜ ん も う周 りが 分 か らな

い」 「見 え な い,だ か らあ の 一,エ クス タ シ ー に達 す る とき って,痛 み だ とか,臭 い だ と か,

聴 覚 視 覚,感 覚 が す べ て な くな っ ち ゃ う,そ ん な感 じ」 「体 が ね,な ん て い うか,き ゅ一 ん と

な って ね,そ の 後 か ら こ う,だ ん だん頭 が ぼ う っ と して くる。」

 カ メ ラが 引 い て,全 身 を 映 す が,ま だ会 話 が続 く。 小 林 が 今 度 は上 半 身 を た て て,カ メ ラに

向 か う。 か な り リラ ッ ク ス した感 じが伝 わ って く る。 失 神 の感 覚,バ イ ブ の効 果 な ど の話 題 が

続 く。 使 用 した2っ の バ イ ブ と ロー タ ーを並 べ て,そ の 品定 め と な る。 「どれ が い い?」 「ど

れ って言 わ れ て も,全 部 ほ しい」 「助 監 督 さん,一 つ あ げ て い い?」 「全 部 ほ しい,い ろ い ろ試

した い。」 一 っ 一 つ の効 果 に っ い て会 話 が続 く。 「全 部 ほ しい,も って 帰 りた い」 「は い,じ ゃ,

あ げ ま す よ,プ レゼ ン トします 」 「わ っ,う れ しい,す み ませ ん 。」

 代 々木 作 品 の 原 点 は,こ の 「オ ナ ニー シ リーズ」 に あ る と言 って い い だ ろ う。 出演 者 は 素 人 。

や らせ(演 出)で は な く本 物 の オ ーガ ズ ム。 出 演者 の あ え ぎ にか ぶ さ る代 々 木 の 声 。 と き に,

そ の声 は,医 師(1983年 に始 まる荒木 昭 の 『性 感極 秘 テ クニ ック』)や 催 眠 術 師(1985年 に始 ま る

ジャイァ ン ト吉田の 「サ イコ催眠 エクスタシー』)に 代 わ る。 ま た,状 況 も女 性 一 人 だ け で な く,男

優 との セ ック スが あ っ た り,複 数 の カ ップ ル が セ ックス を した りす る場 合 も あ る。 そ の テ ー マ

は,女 性 の い や ら しさ,淫 乱 さを衆 目に さ らす ことで あ り,そ れ は,1986年 に始 ま る美 少 女

ブ ー ム(こ んなかわいい子が あん なにエ ッチなのか)や1988年 の 淫 乱 ブ ー ム(女 ってす ごい)へ と

っ な が る,ア ダル ト ・ビデ オ の基 本 的 な テ ー マ  赤 川 の 言 う迫 真 性(リ ァ リテ ィ)の 追 求

[赤川1998]  とな る。 ち なみ に当 時横 浜 国大 生 の黒 木 香 が デ ビュ ー した の は1986年 の こ

とで あ る。

 3-2 「愛 と は?」

 1987年 に は 『い ん らん パ フ ォ ーマ ンス 」 シ リー ズ が 始 ま り,さ ま ざ ま な 状 況 設 定 の も と

セ ック ス を め ぐる複 数 の男 女 の か けひ き や葛 藤 嫉 妬 が な まな ま し く描 写 され て い る。

                  -106一



            癒 しとイヤ ラシのポルノグラフィー(田 中)

 『愛 と は?」(1988年,100分,資 料1)は 素 人 のカ ップル に男 優 と女 優 が か らむ。 「この作 品

は,愛 し合 って い る恋 人 同 志 が心 と肉体 の絆 を賭 け た真 実 の ドキ ュ メ ン トで あ る」 と い う説 明

が 冒頭 に は い る。 カ ップ ル は も う一 人 の女 性 と三 角 関 係 に あ り,男(耕 助,25歳)は 長 い間 北

海 道 に い る女 性(「 向 こうの彼女 」)と 別 れ る気 は な い,彼 女 が 帰 って きた ら,い ま 隣 に い て,つ

き あ って い る女 性(冴 子,21歳)と 別 れ る と断 言 す る。 女 性 は,自 分 の気 持 ち を は っ き りさせ

た いか ら出 演 を した と説 明 す る。 この あ と,女 優,恵 子 が登 場 。 別 の部 屋 に耕 助 と消 え て い く。

代 々木 が 冴 子 に話 しか け る。 耕 助 は8人 目の男 性,か れ が オ ー ガ ズ ム を感 じた最 初 の男 性 で,

別 れ た くな い。 しか し,彼 女 もい ま 大 阪 に新 しいか れが で きた とい う こ とが分 か る。 耕 助 へ の

当 てつ けで っ き あ った が,好 き にな って い る。 この男 の こ とは耕 助 も知 って い る。 耕助 も恵 子

と会 話 を 続 けて い る。 代 々木 は,男 優 が も う じきや っ て く るが,か れ とセ ッ クス を す るか,と

切 り出 す 。 耕 助 に負 け な い(セ ックスします)と 冴 子 。

 お風 呂で 耕 助 が恵 子 を愛 撫 して い る場 面 が モ ニ ター に 映 る。 そ の前 で 冴 子 は 目頭 を 押 さ え な

が ら泣 き は じめ る。 代 々木 が 語 り始 め る。 ビール を す す め な が ら話 しか け る。 顔 は見 え な い。

「あ る程 度 覚 悟 して た け ど さ,現 実 に 目 の当 た りにす る と ど うに もな らな い」 と冴子 。 「で も こ

れ飛 び 越 え ち ゃお う,も っ と追 い込 ん じゃ うか らね,そ うす る と な に か見 え て くる か らね。」

耕 助 と女 優 と の セ ッ ク スが 始 ま る。 冴 子 も匠 とい う名 の 男優 を 呼 ぶ 。 一 緒 にお 風 呂 に はい る。

お風 呂 か ら上 が った 後 しば ら くモ ニ タ ーで 耕 助 た ち の セ ッ クス を 見 て い るが,セ ック スを始 め

る。 代 々木 は ず っ と冴 子 と一 緒 に いて と き ど き声 を か けて い る。 今 度 は耕 助 が 冴 子 と匠 の セ ッ

クス を モ ニ ター で 見 て い る。 も う冴 子 と寝 る こ とは な い,と 耕 助 。 翌 朝,冴 子 は匠 と一 緒 に窓

際 に立 って,ホ テ ル の 中庭 を恵 子 と一 緒 に歩 く耕 助 を 見 お ろ して い る。 「わ た しは まだ 忘 れ て

い な い か ら… … 」 と言 って泣 き始 め る。 ふ ん ぎ りを っ け るた め にや って き た,泣 き た いだ け泣

け ば い い,と 代 々 木 の 声 。2組 の カ ップ ルが 大 浴場 で顔 を 合 わ せ る。 お 互 い に無 視 しなが ら愛

撫 を して い る。 冴 子 は匠 の股 間 に顔 を埋 め フ ェ ラチ オ を して い たが,耕 助 の気 配 を感 じて 匠 に

しが み っ い て泣 く。

 代 々 木 と匠 と恵 子 の3名 が これか らど う した らい い か,話 し合 って い る。 と りあ えず,冴 子

は耕 助 に未 練 が あ るか ら,最 後 の セ ック ス を耕 助 に求 め る よ う に しむ け る こ とに す る。 「で も,

こ とわ られ た ら?」 「先 は見 え な い け ど と りあ え ず そ の方 向 で こ とを 進 め て み よ うか 。重 い な。

ス タ ッフ の み な さん,な ん か意 見 あ りま すか?」 カ メ ラが 回 って9名 ほ ど の ス タ ッフが 映 る。

 二 日 目 の終 わ り,冴 子 と匠 が座 って い る。 「も う一 回(耕 助 に)抱 か れ た い,と 言 え るか 」 と

代 々 木 が 挑 発 す る。 「これ か ら友 達 で い よ うね,っ て 言 え る とい い ね 。」 耕 助 と冴 子 が実 際 に会

う。4人 で ビー ル を飲 む。 冴子 は耕 助 の 隣 に座 るが,か れ を見 よ う と しな い。 匠 と恵 子 が 退 出

して,は じめ て 二 人 だ け に な る。 匠 た ち は モ ニ タ ーで 観 察 。

 冴 子 が 耕 助 に 尋 ね る。 「怒 って る?」 「も う超 越 しち ゃ っ た。」 「あ た しの セ ッ クス見 て た?」
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耕 助 「声 がす ごか った」 冴 子 「モニ ター で(彼 のセ ックスを)ず っ と見 て よ う と思 って た け ど見

て らん な か った … … も しか して,し な いん じ ゃな いか,だ け ど見 て られ なか った」 … … 「も う

い い」 「な に が?も うい い?」 「(泣きなが ら)… …笑 わ な い?… … 今 で も ま だ愛 して る。 で も,

も うい い の」 「お れ もね,愛 して い る。 ち ょっ と形 は変 わ った け ど」 「… … だ か ら も しよか っ た

ら(聞 き取れず)」 耕 助 「… …(聞 き取れず)」 耕 助 「か れ の 方 が 良 か った って い うの が 少 し悔 し

い な。 お ま え そ うい う と き はお 世 辞 で も良 くなか った って 言 え よ」 「だ か ら,そ う じ ゃな くて,

… …気 持 ち よ か った の は体 だ け
。」

 冴 子 は泣 きな が らか れ に寄 りそ う。 そ して,二 人 は ベ ッ ドへ 移 動 して セ ッ クス す る。 こ の ビ

デ オ で は初 め て の二 人 の セ ッ ク ス。 射精 の後,抱 き あ った ま ま耕 助 に 「あ りが と う」 「あ りが

と う」 「愛 して い る?」 と冴 子 が さ さや くと耕助 は うな ず く。

 場 面 が 変 わ って,耕 助 と恵 子 が ソ フ ァーに 座 って い る。 「耕 助 さん,も う こ れ で(彼 女 とは)

終 わ りな ん で し ょ う」 「恋 人 関 係 はね 」 …… 「じゃあ今 わ た しを 抱 いて 。」 耕 助 は これ を 無 視 す

る。

 場 面 が 変 わ って冴 子 と匠。 「じゃ,ど う い う セ ッ クス だ った の 昨 日,体 だ け イ ッチ ャ ッタ っ

て感 じ?」 「す ご い嫉 妬 しち ゃ った よ,モ ニ ター 見 て て」 と匠 。

 再 び耕 助 。 恵 子 が 週 一 く らいで 会 って くれ る って ほ ん と?と 誘 う。 耕 助 は笑 いな が ら受 け

流 す 。

 場 面 が 変 わ って冴 子 。 匠 が 冴 子 の胸 に手 を伸 ぼ し愛 撫 を 始 め る。 上 半 身 が は だ けて,乳 房 が

見 え る。 も う終 わ った ん だ か ら,キ ス して よ,と せ ま る。 しか し,冴 子 は拒 否 す る。 冴 子 は 匠

の手 をふ りほ ど くわ け で は な い が,目 を そ らす こと な く じっ と に らみ っ け る よ う に匠 を 見 て い

る。 画 面 い っ ぱ い に冴 子 の顔 。 「なん で黙 って る の,教 え て 」 「な ん で,な ん で … …。」 冴 子 の

表 情 は,い ま ま で 匠 に 見 せ て い た の とは全 く異 な って い る。 み っ め た ま ま の長 い 沈黙 の 後 「あ

た し,あ な た の こ と嫌 い じ ゃな い け ど愛 して な い。」 ス トップ モ ー シ ョ ンで 終 了 。

 「愛 と は?』 で は,破 綻 を来 しっっ あ る カ ップル の迷 い が描 写 さ れ て い る。 耕 助 に は北 海 道

に女 が い る。 そ の女 が と き ど き男 の と ころ に や っ て くる。 そ の と き冴 子 は立 ち去 らな けれ ば な

らな い。 彼 女 も大 阪 に 男 を 作 っ た。 しか し,ほ ん とに好 きな の は,彼 女 に セ ッ ク スの 快 楽 を教

え た耕 助 だ。 だ け ど,ど こか で ふ ん ぎ りをっ け た い と思 って い るの も事 実 だ。 代 々木 は,二 人

に男 優 と女 優 を か らま せ る こ とで,自 分 た ち の関 係 を見 直 させ て い く。 冴 子 の嫉 妬,腹 いせ の

セ ック ス。 耕 助 は,プ レイ ボー イ よ ろ し く女 優 と の セ ック ス を臆 せ ず に楽 しん で い る よ う に見

え る。 だ が,最 後 に 冴子 と会 い,態 度 が 変 わ って い く。 愛 して い る と い う言 葉 に す な お に反 応

す る耕 助 。 こ こに は,ア ダル ト ・ビデ オ の性 描 写 以 上 の もの が 含 ま れ て い る こ と は明 らか で あ

る。 たん な る複 数 の セ ック スな ら,み ん な女 優 や 男 優 で も い い は ず だ 。 ま た会 話 も最 小 限 に と
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ど め る こ とが で き る は ず で あ る。 こ こで は,セ ッ クス と い う よ り,セ ック ス を通 じて しか関 係

して い な い 男女 が,セ ッ ク ス に還 元 で きな い関 係 を はか らず も示 して い る の で あ る。

 3-3 「目か く しFUCK わ た しを犯 して!』

 1989年 に は 『目か く しFUCK」 シ リー ズ が始 ま る。 これ は女 性 が 目か く しを して,複 数 の

男 優 た ち に い たぶ られ る シ リー ズ で,視 覚 を遮 る こ とで,女 性 を非 日常 的 な状 況 に置 き,ふ だ

ん は抑 圧 して い る 自身 の 欲 望 に対 峙 させ よ う と して い る。

 「目 か く しFUCK」 シ リー ズの ひ とっ 「わ た しを犯 して!」(1990年,50分)を ここで 紹 介 す

る(資 料2参 照)。 冒 頭 に立 花 ひか る の イ ンタ ビ ュ ーが 入 る。 ひ か る 「わ た し,結 構 レイ プ願 望

とか あ るか ら,目 か く しさ れ て,手 とか足 とか 縛 られ て,自 分 が も う絶対 自 由が きか な い状 態

で,ム リヤ リ って か た ち が い い で す ね」 「そ ん な の や って も ら っ た こ と あ る?」 「な い で す」

「い っ ご ろか らそ うい うふ うな こと考 え るよ う にな っ た の?」 「そ れ は いつ ご ろ か らって い うか,

も う結 構 前 か らあ っ た ん で す け ど,私 生 活 で そん な こ と言 った ら変 な ふ うに思 わ れ ち ゃい ます

よ ね,だ か ら人 前 で は言 った こ と な いで す け ど,や は りそ れ は あ ります 。」 これ を代 々木 が 受

けて,「 実 は お ん な は強 引 に犯 して ほ しい。 わ た しを奪 って欲 しい と」 「そ れ って え,み ん な 口

に 出 さ な い だ けで,誰 で もあ るん じ ゃな いか な あ って,思 い ます け ど ね」 「ち ょ っ と足 ひ らい

て パ ンテ ィ見 せ て くれ な い 。」 ミニ の下 か ら白 いパ ン ッが見 え る。 「舐 め られ る こ とを想 像 して

さ … …。」 立 花 の体 が こき ざ み に震 え は じめ る。

 一 転 して ベ ッ ドで 体 を 縛 られ て い る,も うひ と りの 出演 女 性,桜 美 紀 の シー ン。桜 は 目 隠 し

さ れ て 縛 られ,足 を 大 き く開 か れ,男 優3人 か ら視 姦 され る。 男 た ち が 声 を か けて い る。 「み

ん な あ な た の あ そ こ を 見 て る よ 。」 パ ン ス トが 破 られ て い く。 ひ か る は 同 じ部 屋 に あ る ソ

フ ァー に縛 られ,目 隠 しされ て 座 って い る。 ブ ラ ウス が は が さ れ,胸 が現 れ る。 パ ン ッの上 か

ら ク ン ニが 始 ま る。 「な に して るの か わ か る?」 「い や ああ だ」 と桜 。 ず っ と いた ぶ る場 面 が 続

く。 い つ の ま に か男 が 一 人 増 え て い る。

 ひ か るが 目 か く しさ れ た ま ま震 え て い る。 足 が 縛 られ て,自 由 が きか な い 。 パ ンッ は丸 見 え

だ 。代 々木 が声 を か け る。 「想 像 して ん の,い や ら しいね,ね,な に想 像 して ん の」 「や って ほ

し いん だ ろ,む ち ゃ くち ゃに さ れ た い ん だ ろ」 「され た くな い」 「腰 使 って ん じ ゃな い」 「あ あ,

い や ら しい」 ベ ッ ドの桜 の声 に反 応 して,ひ か る のふ るえ が 激 し くな る。 桜 は 「もっ と も っと

ズ ボ ズ ボ して ええ,も っ と も っ と」 と叫 び なが らイ ッて しま う。 さ らに,目 か く しを して セ ッ

ク ス。 ひ か る の よ が り声 が 聞 こえ る。

 男 た ち が ひ か る の ほ うに移 動 。 顔 に男 根 を こす りつ け られ,な ん な のか,口 を 開 け ろ,ほ ん

と は好 き な ん で し ょ,と 言 わ れ な が ら,胸 を揉 ま れ,ま た 性 器 を しっ よ うに触 られ る。 ベ ッ ド

に横 に な って,ひ か る の方 を 見 て い る桜 が何 回 か 映 し出 され る。 ひ か る 「も っ と も っ と,ズ ボ
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ズ ボ して 」 と叫 ぶ 。 桜 「来 て よ,お ね が い。」 ひ か るの 目か く しが とれ る。 も っ と舐 め て,は

や く入 れ て,指 じ ゃい や,と 叫 び続 け る。 バ イ ブが 挿 入 され る。 桜 の あえ ぎ声 も聞 こえ る。 ひ

か る は失 神 状 態 に な る。 桜 も同 じ く忘 我 状 態 。

 顔 を 軽 くた たか れ て,ひ か る は目 が覚 め る。 男 優 の 一 人 が 声 をか け る。 「ど こ行 った?わ か

らな い?あ っち に 行 っ ち ゃ っ た?」 ま だ答 え られ な い。 荘 然 自失 。 代 々木 の 声 が 入 る。 「ど う

だ っ た?」 消 え入 る よ うな声 で 「気 持 ち よか った 」 とひ か る。 「納 得 したか い。 ず っ と これ し

たか っ たん だ ろ。 納 得 した か い。」

 イ ンタ ビュ ー場 面 。 桜 とひ か るが 並 ん で,い ま の体 験 を 述 べ て い る。

 桜 「見 て る と,ひ か るち ゃん が ヤ ッて るの を 見 て る と,そ の 通 りに な っ ち ゃ うん で す 。 自分

が頭 ん 中 で ち ょ っ と思 う と,自 分 が そ うゆ う風 に や られ て る よ うに な っ ち ゃ う」 代 々 木 「挿 入

感 み た い な の も感 じる?」 「あ る んで す」 代 々 木 「あ る。 ひか るち ゃん の方 は ど うな の 」 「(強

く即答)同 じで す 。 桜 ち ゃん と ま った く同 じ」 「は い って く る?」 ひ か る 「本 当 に はい って き

て,ズ ンズ ン くる し,… … 同 じです 。」

 ふ た た び セ ック スの 場 面 。 桜 が ベ ッ ドで男 優 に ク ンニ され て い る。 そ れ を み なが ら,床 に 仰

向 け に寝 て い る ひか るが 体 を震 わせ なが ら叫 ん で い る。 下 半 身 は裸 で,腰 を 上 下 に振 って い る。

桜 は セ ック ス。 これ に,は げ し く響 応 す るひ か る の体 。 こ こで チ ャネ リン グの 文 字 が 画面 に は

い る。 ひ か る 「イ ッち ゃ う,気 持 ち い い い」 代 々木 が声 を か け る。 「な に も して な い よ,お ち

ん ち ん は い って るの,お ち ん ちん は い って るの,あ あ,い や ら し く腰 使 って る じゃ な い」 … …

ひ か る 「ズ ボ ズ ボ は い って い る」 「ズ ボ ズ ボ」 「イ ッち ゃえ,い や ら しい … …。」 ベ ッ ドの上 で

は男 が射 精 。

 一 人 を桜 の と こ ろ に残 して 男 が 二 人 ひ か るの方 に移 動 す る。 四 っ ん ば い に な って 後 ろ か らバ

イ ブ を突 っ込 まれ る。 言 葉 で なぶ られ て い る。 … … 「ス ケ ベ,ス ケ ベ な ん だ ろ,… …抑 え て い

たん だ今 まで,全 部 爆 発 させ ち ゃえ 」 「わ た しヘ ン タイで す,っ て 言 っ て み な,イ ッち ゃ うか

ら」 「わ た し,ヘ ン タイ で す う… …。」 そ の言 葉 と と もに ひ か る はバ イ ブ を突 っ こ まれ た ま ま失

神 して し ま う。

 「手 を 握 ってや っ て」 と代 々木 が男 優 に指 示 す る。 「これ で満 足 しただ ろ う,… … こ れ で卒 業

だ よ。」 ひ か る は,ま だ 目を 閉 じて い る。(男 優 たちに)「 これ で も う レイ プ願 望 か ら卒 業 す る だ

ろ う,こ の こ も。」 「な ん に もな い顔 して ん ね,い いね 」 ひか る に 向 か って 「戻 って ら っ し ゃい,

戻 っ て ら っ し ゃい,天 国 行 って ん な … …。」 まだ 反応 はな い。

 ひ か る が少 し目を 開 く。 「戻 って きた?ピ ー ス で す か。 … … うん,よ か った,も う満 足 し

た?も う いっ もこれ を や られ た い と悶 々 しない で す む な。 も うや っ ち ゃ った か らな,な,卒

業 だ な。 これ か ら は愛 の あ る セ ック スを で き るよ うに な る な」 … … 「ど こ行 っ て た の?」 「わ

か ら な い で す 」 「ど ん な と こ ろ だ っ た?」 「ま っ しろ,な に も な くて,た だ … …わ か ら な い」
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「わ か らな い,ど ん な 気 持 ち だ った,そ こに行 って い る と き」 「す ごい幸 せ だ った よ うな気 が す

る」 「は じめ て?」 「は じめ て で す」 「自信 で きた な。 死 ん だ と きそ こ に行 くん だ」 … … 「ま だ

痙 攣 して る じゃ な い,ど う したの,だ ん だ ん戻 って きて るん だ,現 実 に。」 す ご く震 え て い る。

震 え な が ら泣 き始 め る。 「全部 出 しち ゃい な,は じめ て の体 験 だか らな,い い よ,安 心 して 大

丈 夫 。」

 同 じ姿勢 の ま ま だ が,ひ か るが 語 りは じめ る。 床 に寝 た ま ま の ひ か るの 顔 が ア ップ に な る。

「今 ま で の セ ッ ク ス って な ん だ った の か な,今 まで な ん ど も して きた こ と って,な ん だ った の

か な」 「こ うや って,心 か ら して くれ た人 に感 謝 す る って い うの もそ うだ け ど,自 分 自身 が こ

ん な に 幸 せ な気 分 に なれ る ってす ば ら しいな,っ て思 い ま した」 「よか った ね,自 分 に感 謝 し

な よ」 「は い,い ます ご く幸 せ で す 。」 ス トップ モ ー シ ョンで 終 了 。

 この ビデ オ で は じめて 二 人 の女 性 の身 体 が 同 調 す る。 しか し,こ こで の 本 当 の テ ー マ は,レ

イ プ 願 望 を持 って い る ひ か るに対 す る一 種 の治 療 で あ る。 代 々木 は,こ の 願 望 を隠 れ た欲 望,

女 の 淫 乱 さ な ど に還 元 す る わ け で は な い。 む しろ,か れ はそ れ を合 意 の もと で実 現 させ る こと

で,そ の先 を 示 そ う と して い る。 「卒 業 」 と い うのが キ ー ワ ー ドで あ り,愛 の あ るセ ック ス が

これ か らの あ るべ き セ ック ス と して,ひ か る に呈 示 され て い る ので あ る。

 3-4 チ ャネ リ ングFUCK

 『チ ャ ネ リ ン グFUCK」 シ リー ズ が始 ま っ た の が1990年 の こ とで あ る。 これ は,ア テ ナ 映

像 の ビデ オ制 作 数300本 を 記 念 して 企 画 され た 。 すで に見 た よ うに,代 々木 作 品 で チ ャネ リン

グが 表 れ るの は 『わ た しを 犯 して!』 に お い て で あ っ た。 代 々木 は こ こに イ メー ジの力 を指 摘

す る。 直接 的 な接 触 が な くて も イ メ ー ジを与 え る肉体 と そ れ を受 け る肉体 が あ れ ば性 的興 奮 が

伝 わ って い く。 代 々木 は こ の響 応 関 係 を波 動 とい う言 葉 で表 現 して い る。

 『わ た しを犯 して!』 で チ ャネ リング を体 験 した ひか る は,そ の 後 「チ ャ ネ リ ングFUCK 山

下 麻 衣 の 失 神 す る ま で」(1990年)に も脇 役 で 出 演。 さ ら に,後 述 す る 『性 感Xテ ク ニ ッ ク

処 女 」(1992年)に も出演 して い る。 最 初 の二 つ は,セ ック ス と い う行 為 が す で に あ って,そ れ

に応 じ るか た ち で チ ャ ネ リ ング して いた の だ が,最 後 の作 品 で は,む しろ主 導 的 な立 場 に立 っ

て チ ャ ネ リ ング を誘 導 して い る。

 『性 感Xテ クニ ック 処 女 』 で ひか るが 登 場 す る場 面 は,出 演 者 が 一 休 み して い る と こ ろか

ら始 ま る(資 料3参 照)。 代 々 木 が ひ か る を そ の部 屋 に招 き入 れ る。 彼 女 は た ま た ま遊 び に来 て

い た の だ と い う。 しか し,代 々木 は,ひ か るが す で に 出 演 者 の セ ック ス を感 じて階 下 で よが っ

て いた と コ メ ン トす る。 こ こま で は い ま まで の状 況 と類 似 して い る。 しか し,そ の あ と,ひ か

る は,男 優 の 日比 野 達 郎 に座 った ま ま抱 きっ いて,あ た か もセ ック ス して い るか の よ うに よが

り声 を あ げ は じめ る。 私 生 活 で も こん な非 肉 体 的 な 「セ ック ス」 を して い る の だ と言 う。
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 「きみ,下 で イ キ ま くって た よね(笑)」 ひ か る 「(笑)南 さ ん が(想 像 の中で)男 に な った り

女 に な っ た り して て,び っ く り しま した」 「今 カ レ シ と は ほ とん ど お ち ん ち ん を 使 わ な いで

セ ッ クス を して る ら しい け ど,か れ が そ うな った プ ロセ ス を教 え て よ」 「あ た しが こ うゆ 一仕

事(AV女 優)し て る の,か れ は知 って て つ きあ って る し,自 分 の 女 が ど うい う ビ デ オ 出 て る

の か とか知 りた い じゃな い で す か。 … …(略)… … で,「 目隠 しFUCK」 を見 せ た ん です よ。

で,そ の 中で あ た し失 神 とか しま くって たか らか れ が 「お ま え ば か か!?… … 」 って い うか ら

(なん で失神 したか,い か に気持 ち よか ったか)説 明 し た ん だ け ど 聞 き入 れ て くれ な くて 。 … …

(略)… … 本 当 の セ ック ス って い うの は(今 まで して きたよ うな)こ うゆ う もん じ ゃな い ん だ よ っ

て い う こ とを知 って ほ し くて,か れ に鷹 さん が失 神 した ビデ オ(後 述)を 見 せ た らか れ が 涙 浮

かべ ち ゃ って 。 そ の あ とそ うゆ う行 為 しま す よね 。 そ の と き初 め て 本 当 の 自分 を見 せ て くれ て

… …(略)… … も うそ れ か らお ちん ちん い らな い
,た だ抱 き合 って い る だ けで い い。 しあ わせ

です ね。 前 は,お ちん ちん と お まん こ,… …(略)… … そ うゆ う次 元 で しか考 え られ なか った

んで す よ。 で も今 はそ ん な の 関 係 な い,男 も女 も関 係 な い と思 い ま す ね 。 気 持 ち で しち ゃっ た

ら も う男 も女 も関係 な い。 代 々 木監 督 に感 謝 して い ます 」 「あ りが と う。 で も(処 女の リサは)

わか ん な い よ ね。 ひ か るち ゃん,ひ び や ん と抱 き合 って み て くれ な い?」 座 って い る 日比 野 に,

ひか るが 抱 きつ く。 ひ か る は喘 ぎ,悶 え る。 代 々 木 の コ メ ン ト 「早 くこ の レベ ル に まで 達 し

ち ゃ う と年 取 って体 が 崩 れ て も大 丈 夫 だ よ ね。」 この 後 場 面 が変 わ って リサ と 日比 野 との セ ッ

クス に な る。

 こ こに 興 味 深 い 展 開 が見 られ る。 そ れ は,19歳 の と き に は じ め て 代 々 木 の ビデ オ に 出 演 し

て,レ イ プ願 望 を克 服 した か に 見 え る ひ か るが,ま さ に代 々木 の思 想 と実 践 の伝 道 師 と して恋

人 を 「改 宗 」 させ,さ らに は非 身体 的 な セ ック スを コ ン トロ ー ルす る存 在 と な って い る こ と だ。

男 優 だ け で は な い。 女 性 もま た,代 々木 の コ ミュ ニ テ ィの メ ンバ ー と して 重 要 な役 割 を 果 た し

て い る こ とが分 か る。

 さて,チ ャネ リング とは,当 時流 行 して い た精 神 世 界 あ る い は ニ ュー ・エ イ ジの キ ー ワ ー ド

の一 つ で,も と もと は,宇 宙 に存 在 す る至 高 体 の波 動(メ ッセー ジ)を 受 け る こ とを 意 味 し,

受 け る人 を チ ャネ ラー とい う4)。 代 々木 は,こ れ を セ ック ス の 際 に出 る とさ れ る 「波 動 」 に 同

調 す る現 象 に適 用 した。 チ ャネ リング ・フ ァ ック と は,波 動 を 受 け て,直 接 の 肉体 的 接 触 が な

くて も体 内 に男 根 を感 じ,オ ー ガズ ム に達 す る よ うな 状 態 を 意 味 す る。 一 種 の トラ ン ス状 態 に

は い る と こ う した波 動 は よ り受 けや す い とみ な され て い る。

 藤 本 由香 里 は,上 述 の場 面 で彼 女 自身 が 同 時 に イ ッテ しま うと い う経 験 を述 べ て い る。 これ

が,は じめ て 観 た 代 々 木 の ビ デオ で もあ った。 「快 感 の エ ネル ギ ー が頭 の 先 か ら足 の 先 ま で ズ

ドー ンと抜 け て い った」[1994,198頁]。 そ うい た体 験 をふ ま え て,藤 本 は興 味 深 い 議 論 を展
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開 して い る。 彼 女 に よれ ば,チ ャネ リ ングの快 感 は,セ ック ス(狭 い意味で の肉体の快楽)で も

愛 を確 か め合 って い る よ うな と き の感 情 的 な もの で もな く,「 強 力 な磁 場 」 が生 ま れ る とこ ろ

に 由 来 す る とい う。 セ ック スの 時 に 相 手 が 放っ 強 力 な磁 力(気,生 体 エネルギ ー)に 応 じ,受 け

入 れ,共 鳴 して い くこ とが セ ック ス の も っと も大 きな快 感 だ と指 摘 す る。 そ れ は,愛 情 で は な

い 。 こ の快 感 は,は じめ て の相 手 で も可 能 だ し,愛 情 は む しろ世 間 的 な常 識 に根 ざ して い る か

らだ 。 そ れ は セ ッ ク ス の快 楽 と も異 な る。 藤 本 の体 験 か らわ か る よ う に肉 体 関係 を か な らず し

も必 要 と しな い か らだ。

 1991年 に は,代 々木 一 人 と女性 とが 対 峙 す る 「素 人 発 情 地 帯 』 シ リー ズ と,主 と して南 智

子 と い う女 性 が,代 々木 に 代 わ って素 人 女 性 を 欲 情 させ,ま た み ず か ら も男 優 た ち との か らみ

に参 加 す る 「性 感Xテ クニ ック」 シ リー ズが 始 まる。 『性 感Xテ ク ニ ック 処 女 』 は この シ

リー ズ の一 つ で あ る。 そ こで は,女 性 だ けで な く男性 も また,い ま まで の価 値 観 を捨 て,あ ら

た な 自 己 の 発 見 を求 め て い く。 これ にっ いて は後 述 した い。

 もち ろ ん,こ う した シ リー ズ以 外 に も単 発 の作 品 もた くさん あ る。 詳 し くは付 録 の作 品一 覧

(資料4)を 参 考 に して 欲 しい5)。

                4 マ ニ ュ ア ル の 世 界

 言 語 の 行 為 遂 行 的 性 格 に注 目 し,ジ ェ ンダー ・ア イ デ ンテ ィテ ィが 日々 の会 話 や行 為 を通 じ

て形 成 され る と論 じた の は ジュ デ ィ ス ・バ トラー[1990]で あ る。 そ の よ うな観 点 に立 てば,

ヘ テ ロ セ ク シ ャ ル な セ ッ ク ス とい う行 為 と そ れ をめ ぐ る言 説 ほ ど ジ ェ ン ダ ー ・ア イ デ ン テ ィ

テ ィに 大 き な影 響 を 与 え る もの は な い。 わ れ わ れ はま さ に セ ック ス を通 じて,だ れ が男 で,だ

れ が女 な の か,男 と は な に を す べ き な のか,女 と はな に を す べ きな の か,を 教 え られ る。 そ し

て そ う した教 え は な に も特 別 な こと で は な く,直 接 身 体 的 な相 違 に裏 づ け られ て い る と考 え る。

セ ック ス を通 じて わ れ わ れ の ジ ェ ンダ ー ・アイ デ ンテ ィ テ ィ と セ ク シ ュ ア ル ・ア イ デ ンテ ィ

テ ィ(性 的指向)が 確 認 ・構 築 さ れ る ので あ る。 そ して,セ ッ クス が と りわ け身 体 的 な行 為 で

あ るゆ え に,ジ ェ ンダ ー ・ア イ デ ンテ ィテ ィと セ ク シ ュ アル ・アイ デ ンテ ィ テ ィ とが 肉 体 的 な

男 女 の 差 異 に根 ざ した本 質 的 な こ とが らに見 え る。 だ が,は た して そ うだ ろ うか 。 な に よ り も,

性 行 為 や性 に っ い て の表 象 は文 化 に よ って大 き く異 な る。 そ して,歴 史 的 に も,ま た 個 人 的 に

も多 様 で あ る 。 と は い え,わ た した ち は,自 由 に セク シ ュ アル ・ア イデ ンテ ィ テ ィを 変 更 で き

るわ けで は な い 。 各 々 の文 化 や 時代 にお いて,支 配 的 な ジ ェ ン ダ ー規 範 や セ ク シュァ リテ ィに

っ いて の理 念 的 な考 え方 が 存 在 し,そ こで生 きて い るわ た した ち は 自分 た ち の性 的 実 践 を 自然

な もの とみ な し,ま た支 配 的 な理 念 に従 お う とす る。
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 日々のやりとりや性行為時のやりとりに加えて,現 代 日本のセックスを形作 っているのは

セックスのマニュアル本である。恋愛から始まってセックス,そ して結婚まで男性 と女性 との

関係にっいてはっねにマニュアル本がつきまとっている。 『幸福な結婚』 にはじまるセ ックス

のマニュアル本にっいての分析は別稿に譲 りたいが,現 代日本においては,多 くの男性向けマ

ニュァル本の最終目的は,女 性をいかに悦ばせるのか,い かにしてオーガズムを相手の女性に

もたらすのか,と いうことに尽きる。そのための雰囲気作 り,愛 撫のテクニック,体 位,そ し

てさまざまな器具の使用や彼女 も悦ぶ 「変態プレイ」である。

 マニュアル本は読者に男 とか女の性行為の型を教える6)。型を身につけることが第一の条件

であると考える。そこか ら始まって徐々に先に進んでいく。それは,世 間で普通だとされる男

や女のあるべき姿を学ぶことを意味する。 したがってマニュァル本を読む ことによって読者は

必要とすべき性の身体と技法を身にっけようとするだけでなく,「 自分は正常だろうか。 うま

くい くだろうか。」 と自問する。男の場合だったら早漏ではないか,短 小ではないか,包 茎で

はないか,と 悩む。それだけではない。体毛は濃くないか。体臭 はどうか,と 気 になることが

どんどん増えて くる。まず このような 「欠点」を直さなければまともなセックスはできない,

そもそももてるはずはない,と マニュアル本は教える。マニュアル本はしたがって医学的言説

と密接な関係にある。実際に読者が身体をいじる  整形,脱 毛,包 茎手術,ペ ニスの矯正

など一 場合 も生 じるからだ。マニュアル本を通 じて,わ た したちは正常な一 セックスに

臨む ことのできる機能的な  身体像を学習 し,み ずか らの身体能力の改良に向かうのであ

る。

 同 じことは,ア ダル ト・ビデオにっいてもあてはまる。それは,ま さに動 くマニュアル本 と

して見 られているといって もいいか らだ。アダル ト・ビデオに認め られ るさまざまな性行為が

若い男性や女性に大きな影響を与えていることはっとに指摘 されていることである。射精を劇

的に見せる顔射(女 性の顔に射精する)と いう行為は,ア ダル ト・ビデオを通 じて普及 し,男 性

のなかには初体験で顔射をする者 もいるという。女性は女性で,セ ックスの時にあんな声が

ちゃんと出るかどうか心配する者がいる。

            5 オーガズムあるいは本音 の世界

 代々木が問いかけるのは,ま さにこうしたマニュアル本が教える型にっいてである。すでに

指摘 したように,性 のマニュアル本とはなによりもオーガズムを獲得す るための技術書である。

代々木によると,マ ニュァル本がわれわれの性行為を文字通 り型にはめていてつまらな くして

いるという。 したがって,真 の解放的な意味でのオーガズムの世界からはほど遠いと喝破する。
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オ ー ガ ズ ム の達 成 を 目的 とす るマ ニ ュ アル 本 こそが,オ ー ガ ズ ム を阻 ん で い る。 これが 代 々木

の主 張 で あ る。

 型 を はず せ,と い う代 々木 の 主 張 は な にを意 味 す るの だ ろ うか 。 まず,女 は か くあ るべ きだ,

男 は こ うす べ き とい った 格 式 張 っ た考 え か ら も自由 にな らな けれ ば な らな い。 代 々木 は,こ の

よ うな 固 定 観 念 が 支 配 す る世 間 を 「制 度 の世 界」 と呼 び,本 能 に基 づ く 「本 音 の世 界 」 と対 比

さ せ る。

  代 々木 「か くあ らね ば な らな い と か,女 を イ カせ な くて は な らな い とか,あ るい は オ レは

  早 漏 だ とか,遅 漏 だ とか,短 小 だ とか,そ ん な こ とを考 え て いて は相 手 を 感 じる こ とは で

  き な い。… … 自信 を持 て。背 伸 び しな くて もキ ミは も と も と完 壁 な の だ か ら。」[『CADET』

  1993年2月 号,38頁]

  学 校 や 会 社 や 国 家 は制度 の世 界 に 属 して い るが,SEXと は本 音 の 世 界 の ものだ か ら,「 か

  くあ らね ば な らぬ」 とい う制 度 の よ ろ いや か ぶ とを ど こ まで 脱 げ るか,自 分 の価 値 観 や 固

  定 観 念 を ど こ ま で捨 て られ るか が 重要 に な って く る[代 々木1992,53頁]。

 代 々 木 は,同 じ引 用 箇 所 で さ らにっ ぎの よ うに述 べ る。 「見 栄 や プ ライ ドが捨 て られ な けれ

ば,オ ーガ ズ ム を体 験 で き るわ けが な い 。」 そ して,自 分 を捨 て ろ,と 主 張 す る。 「オ ー ガ ズ ム

と は,制 度 の世 界 で 自分 を 自分 た ら しめ て い る 自我=エ ゴ か ら 自分 自身 を解 放 す る,〈 エ ゴ の

崩 壊 〉 で あ り,〈 エ ゴ の死 〉」 な の だ と言 明 す る。 エ ゴが 崩 壊 す る こ と こそ 「本 音 の世 界 」 に は

い る条 件 で あ り,そ れ が 「愛 の 状 態 」 と呼 ば れ る もので あ る。 そ して そ の と き 「本 当 の 自分 」

に会 え るの で あ る。

  も しSEXに 愛 が な か った ら,快 楽 と い う幻 の 奴 隷 に な っ て い く よ。 も しSEXに 愛 が

  あ っ た らあ な た は真 に人 を愛 す る こ とを知 るだ ろ う。 しか し,今 あ な た は愛 が 何 で あ る か

  が わ か らな い 。 愛 と は,思 考 が 落 ち,エ ゴが死 ん だ と きの み 起 き る心 の 状 態 を い うか らね

  [代 々木1992,56頁]。

 こ こ で は愛 は肉 体 的 な快 楽 と対 比 さ れ て い る とい う こ とに 注 意 し た い。 オ ー ガ ズ ム は 「愛 の

体 験 」 で あ って,快 楽 で は な いの で あ る。 しか し,愛 は性 愛 と対 比 され る よ うな純 愛 で は な

い7)。 代 々 木 は セ ッ ク ス の快 楽 を否 定 しな い。 しか し,エ ゴの 崩 壊 を通 じて 生 ま れ る至 福 の 世

界 こそ 愛 に満 ち た 世 界 で あ り,そ の体 験 こそ オー ガ ズ ム な の で あ る。
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  代々木 「ふだん恋愛関係 と呼んでいるもの,あ れは実は執着関係なんですね。愛というの

  はそ ういうエゴが落ちた瞬間に起きるものだから,む しろ,ビ デオの現場でこそ本当の愛

  が起きているん じゃないでしょうか。現場においてそういう関係性を捨てて,自 分をさら

  け出 したときに,愛 が起 きる。 で,男 と女の両方に愛が起 きたとき,愛 と愛の波動のス

  パークが,オ ーガズムであるし,… …。オーガズムを体験 した瞬間,過 去がダーッとよみ

  がえってきて,現 場で泣 きます。 だか ら現場はもう道場ですよ。」[「オレンジ通信』1990

  年4月 号,132頁]

 代々木 にとってのオーガズムとは,男 であれ,女 であれ,制 度の世界(世 間)か ら離れ,本

音の世界 に移ってはじめて可能 となるものである。そして,そ れは制度の世界の中で押 しっぶ

されそうにな りなが ら自分のエゴを必死 に維持しようと,も がいている多 くの人 にとっては,

「癒 し」 への道なのである。つまり,本 音の世界にはいっていくことが癒 しへと通 じる。 そう

代々木は主張 しているのである8)。代々木によれば,性 産業は癒 し産業であり,制 度の世界が

抑圧的であるかぎり必要である9)。しか し,制 度の世界が本音の世界に変われば性産業はもは

や不要の長物である。

  問い 「つまり逆を言えばそういう良識ぶった人たちがエゴを捨てて,真 のSEXが できる

  ようになれば,そ ういう (性産業の)女 性が日本中にあふれかえれば何 もそういうものは

  なくてすんで しまう」代々木 「必要ないです。だか ら,僕 の今行き着いているところはア

  ダル ト・ビデオはなくなるべきだ,と いうことなんですね。われわれを含あてごく何割か

  の男優 さん,女 優 さんはもうそれを知 っちゃったんです。内なる喜びを。それを伝えたい

  という思いで,す いませんが代々木忠は今やっているんです。」[同 上,132頁 コ

 学校や会社や国家など制度の世界においては,エ ゴを武装 していなければならない。だが,

恋愛やセ ックスなど,本 音が問われる世界では,エ ゴが足枷になって しまう。

 代々木のもとには代々木のセックス観に共鳴する数多 くの男優や女優が集まっている。かれ

らは,い わば代々木とともに本音の世界の住人である。かれ らから見ると,世 界が逆転 して見

えてくる。ある男優はつぎのように述べる。

  「監督,世 間はオ レたちの世界を,何 か歪んだスゲェところだと思 っているけど,で もオ

  レ思 うんだけど,世 間って歪んでるよね。そして今の女の子 もあのときの女子高生 もオレ

  たちのところを通 って,そ ういう歪みみたいなものが全部なおって,な にか本当にノーマ

  ルになって戻 っていったよ うに思えるんだよね。」[代 々木1992,56-57頁]
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 この 言 葉 に は セ ック ス が拓 く深 い コ ミュ ニケ ー シ ョ ンを避 けて 通 る世 間 とオ レた ちの 世界 と

い う対 比 に 的確 に表 現 さ れ て い る。 そ れ は代 々木 の言 う制 度 の世 界 と本 音 の世 界 と い う対比 と

対 応 して い る。 オ レた ち の世 界 と は本 音 で 語 り合 い,エ ゴを溶 解 させ,愛 にふ れ る場 所 で あ る。

そ の と き わ た しは 「ノ ー マ ル」 に な っ て,世 間 の歪 み を見 い だす こ とが で き るの で あ る。 そ の

と きわ た し は本 当 の 自分 に な れ る。 こ れが 癒 しの効 果 を と もな う覚 醒 とい って良 か ろ う。世 間

で は な く,世 間 か ら見 た ら後 ろ め た い セ ック ス中心 の世 界  撮 影 現 場  で こそ真 のわ た

しに な れ る,と い うの だ 。

 この よ う に見 て い く と,代 々木 の批 判 的 オ ーガ ズ ム論 の背 景 に あ るの は,制 度 す な わ ち現代

社 会 批 判 と い う もの で あ り,そ のオ ル タナ テ ィヴ と して の癒 しの 空 間 が あ る。 「わ れ わ れ の世

界 」 あ るい は 「愛 の状 態 」 に はい る こ と,そ れ が そ の ま ま癒 しの過 程 で あ り,そ の結 果 が オ ー

ガ ズ ム とい う身 体 的 経 験 で あ る。 この と き代 々木 は道 義 的 ポル ノ作 家(moral pornographer)

に な る[Carter 1979:19]

             6 撹 乱 す る ア イ デ ン テ ィ テ ィ

 本 音 の世 界 に は い る,あ る い はは い った 人 は,相 手 を警 戒 せ ず に信 頼 しき って い る。 代 々木

は これ を 「無 垢 な 子 供 」[代 々木,1992,52頁]と 表現 す るが,か れ の 口か らは しば しば,赤

ち ゃん,子 供 とい った 言 葉 が 発 せ られ る。 そ れ は プ ラ イ ドを捨 て た人 間 の別 の言 い方 な の で あ

る。

  「池 田[男 優 の名],も っと ス ケベ に な って み な。 自分 で腰 を使 って み な よ。 全 部 捨 て ち ゃ

  え 。 全 部 捨 て て 赤 ち ゃ ん に な っ ち ゃ え。」[足 立1992,165頁]

 赤 ち ゃん に な る と い う こ とは,男 性 と女 性 とい うセ ック ス の基 本 単 位 とな る属 性 さえ 解 消 さ

れ て しま う。 自我 の 溶 解 と オ ー ガ ズ ム の達 成 と は,結 局 の と こ ろ男 性 と女 性 と い う ジ ェ ン

ダー ・セ ク シ ュア リテ ィ体 制 の二 元 論 に基 づ く快 楽 の追 求 を否 定 す る こ とを意 味 す る。

  「人 間 が さ ま ざ ま な 呪 縛 か ら解 放 され て オ ー ガ ズ ム に達 した ら,本 当 は男 も女 もな いん だ

  よ。」[同 上161頁]

あ る い は,つ ぎの よ うな言 葉 を参 照 して欲 しい。

  「イ ク とか イ カ な い とか い う と こ ろ に ウ ェイ トを 置 き過 ぎて い る よね 。 セ ック スが 快 感 を
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  得 る手 段 に な って い る し,男 は射 精 が最 終 目的 に な って い る。 で も本 当 の オ ーガ ズ ム って,

  至 福 の境 地 に至 る こと。 「そ の瞬 間,俺 は俺 で あ った け れ ど彼 女 で もあ っ た」 と い う相 手

  との一 体 感 だ よ ね。 能 書 き を言 って い る今 の俺 が死 んで,ど れ だ け 「子 供 」 にな れ る か な

  ん だ よ。」[『pink」1997年10月 号,22頁]

 わ た しの理 解 で は,オ ー ガ ズ ム とは,男 性 が 女性 に な っ た り,女 性 が 男 性 に な っ た りす るよ

うな状 態 を引 きお こす とい う意 味 で,生 物 学 的 な性 を越 え る状 態 と言 え る の で は な いか 。 そ れ

は,男 性 と女 性 を本 質 主 義 的 に決 定 す る性 器 主 義 へ の批 判 へ と向 か う。

 そ の典 型 は,チ ャネ リング ・フ ァ ック に認 め られ る男 女 の か らみ で あ る。 す な わ ち チ ャネ リ

ング ・フ ァ ック の特 徴 は,実 際 に性 器 の結 合 が な い に もかか わ らず,セ ック ス を して い る か の

よ うな感 覚 に襲 わ れ た り,実 際 に セ ック スを して い るカ ップ ル を 見 て い る だ けで 感 応 した りす

る。 い や,た ん に 目か く しを さ れ て視 覚 を 遮 断 され て も生 ま れ る。 それ は,性 的 な同 調 と言 っ

て い いか も しれ な い10)。

  代 々木 「肉 の レベ ル に止 ま った ま まで は,頂 点 に達 した よ うな 気 は して も,本 当 に イ ッた

  のか イ カ な い の か わ か らな い。 そ うす る と,ま た明 日 も した くな る。SMに 走 った り,ス

  ワ ッ ピ ング を や った りす る。 だか ら,そ の エ ネル ギ ー を魂 の レベ ル に上 げて あ げ る。 そ う

  す る と肉 体 を越 え て い るか ら男 も女 もな い。 チ ャネ リ ン グ ・セ ック ス を 覚 え た人 に は,ペ

  ニ ス は必 要 な い ん です 。 抱 き合 って い るだ けで 至福 の世 界 。 涙 を流 しな が らの オ ー ガ ズ ム

  状 態 が何 時 間 で も続 く。 こ う した チ ャネ リ ング ・セ ッ クス を体 験 した い と思 った ら,ま ず

  プ ライ ド,思 考,制 度 の価 値 観 を全 部 捨 て てみ る こ とで す 。」[『SPA!』1992年8月26

  日号,41頁]

 そ れ は心 身 の境 界 の溶 解 で もあ る し,以 下 に紹 介 す る麻 生 ま み の場 合 に は一 種 の心 身離 脱 の

体 験 と して表 れ て い る よ うに思 わ れ る。

  麻 生 ま み 「こん な もん な ん だ,す ご一 い」 代 々木(以 下Y)「 これ か らの セ ッ クス何 か 変 わ

  りそ う?」 「そ り ゃ変 わ り ます よ う」Y「 ど う変 わ る の?」 「まあ 鷹(男 優 の名前)を 代 表

  と して男 の入 って もの を信 用 で きる よ うに な った し,そ れ に甘 え る こ と もで き るよ う な気

  がす るん で す よ。 うん,だ か ら 自分 が 素 直 に なれ るか ら相 手 も受 け とめ て くれ るだ ろ う と

  思 って,も う 自分 を さ らけ 出 して本 当 の セ ックス を した い で す ね」Y「 で きそ うな 気 が す

  る?」Y「 い ま ま で恐 か った の セ ックス が?」 「相 手 の ね,な ん か 相 手 の こ とを 考 え る と

  ね,あ,こ うや って思 って ん の か な とか ね,ど うや って 思 って ん だ ろ う とか思 って そ う い
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  う こ と を考 え ち ゃ っ て恐 か ったの す ご く。 いっ もみ ん な ね,不 幸 とか ね思 って い る人 って

  自分 に ウ ソつ い て る ん だ よ き っ と」Y「 うん,な る ほ ど ね」 「うん,本 当 の 自分 に な ろ う」

  Yr自 分 に な っ ち ゃ っ た の ね 」 「うん 」Y「 神 様 に会 っ て 来 た わ け だ 」 「会 って き た と思

  う」 「わ た し 自分 の姿 見 て き た もん 」Y「 あ そ う,光 輝 い て い た?」 「なん て い うの か な,

  最 初 真 っ黒 で ね,そ れ で こ うだん だ ん,こ う真 っ黒 で真 っ黒 同士 の丸 い の も見 え な い ん で

  す よ。 自分 が 悪 い姿 も見 え なか った の。 こ う空 気 を入 れ て い く うち に 白 い,こ うい う 自分

  の き れ い な のが 白 い の に変 わ って い って,だ ん だ ん灰 色 に な って 自分 の汚 い もの と きれ い

  な もの が ま じ り合 った姿 が ま たか た ち にな って灰 色 に … … そ れが ま た こ う灰 色 と黒 が一 緒

  に な って い く うち に 白 が 強 くな って,今 度 真 っ白 に な って 自分 の姿 も見 え な くな って きて,

  そ れ を ず っ と繰 り返 して い る うち に 自分 が ね ガ ラス の よ うな,透 明 な よ うな,空 中 に浮 い

  て い る よ う なか た ち の な い もの に な っ たの 。 で,ど こか に放 り出 され て も傷 っ か な い よ う

  な気 が して ね,空 気 の よ うな もん だ か ら。 自分 が す ご く きれ い に見 え る」Y「 あ 一,す ご

  い,う ん お め で と う。 そ れ はす ごい」 「な ん て い うの真 っ 白 に な っ ち ゃ って 。」[『チ ャネ リ

  ン グFUCKお 尻 で失 神 』(1990年)よ り]11)

 退 行 や心 身 離 脱 の体 験 な ど は 「再 生 」 へ の助 走 で あ る。 女 子 大 生 の水 城 麗 華 は,『 性感Xテ

ク ニ ッ ク 変 態!性 戯 の 味方 」 に 出 て,目 か く しを と って 代 々木 の 顔 を見 た と きの体 験 を っ

ぎ の よ う に語 って い る。 「生 まれ たば か りの動 物 が,目 を開 けて,親 に あ って い る よ うな気 持

ち で した 。」[足 立1992,159頁]そ して,っ ぎの よ うに総 括 す る。

  「自分 で も信 じ られ ま せ ん。 こん な い い思 い を して,そ の うえ お金 まで い た だ け る なん て 。

  代 々木 先 生 の お か げ で な ん だ か 自分 が 生 ま れ変 わ っ た よ うな 気 が した ん で す 。」[同 上,

  157頁]

 しか し,こ の 再 生 は た ん な る教 え に よ る もの で は な い。 ビデ オ か ら明 らか な よ うに,代 々 木

は さ ま ざ ま な工 夫 を 凝 らす こ とで登 場 人 物 の アイ デ ンテ ィテ ィを撹 乱 して い く。 そ の中 で も と

く に重 要 と思 わ れ るの が 声 で あ る。

                7 愛 撫 す る 声

 ビデ オ で女 性 の 表 情 や体,男 優 との セ ック ス とい う行 為 以 上 に,画 面 を 支 配 す るの が監 督 の

声 で あ る。 そ れ は,基 本 的 に女 性 に語 りか け,彼 女 の考 え や 意 見,い ま思 って い る こ とを引 き

出 して い く。 女 性 との コ ミュニ ケー シ ョ ンを確 立 す る こ と こそ が 代 々 木 作 品 の基本 で あ る。 そ
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の信念がもっともよく分かるのが,出 演希望女性にたいしてなされる数時間 もの面接であろう。

それがそのままビデオ作品の一部(「面接』シリーズ12))にもな っている。

 代々木作品に登場する女性が性的になんらかの問題を抱えていることが,面 接を通 じて明 ら

かになっていく。そ して,そ の問題発見 と 「解決」の過程が作品のテーマになるのである。か

れの声 ・語りは,そ のままカウンセリングの語りであり,女 性 の欲望を解放 し,誘 発する13)。

そのとき心の奥に閉 じこめられていた女性の声が,代 々木の声に応 じ,発 話 しはじめるのであ

る。声を発することで,体 が開き,心 が開くのである。

 そこには,狸 褻な言葉を言ったり,女 性に言わせた りする,と いうかけひきも含まれる。女

性は,普 段使わない狸褻な言葉を発することで,心 理的に無防備となる。恥ずか しいことをさ

せることでかえって,心 の鎧を脱 ぎ捨てることができるというのである[『 スコラ』1992年9

月10日,119頁]。

 語る内容のみが相手の心を開 くのではない。意味やロジックだけで相手に訴えるのではない。

声そのものが,い わば身体の延長のように物質化 して女性の体を内外か ら愛撫 していくのであ

る。声は身体の延長として他者に触れ,他 者の身体と心を解き放っ。だか ら,代 々木作品にお

いては,面 接の時からすでにセ ックスは始まっていると言っていいだろ う。

 愛撫としての声の効果をさらに高めているのが,催 眠術や目か くしなどである。催眠術や目

か くしは,代 々木の声や男優の愛撫に集中することを可能とする道具立てである。人間の視覚

は生物学的にはきわあて特化 した知覚であるが,そ れを遮断することによって,触 覚や聴覚な

どをとぎすませ,非 日常的な状態へと女性を導いていく。

 催眠術 は自我の溶解 という点では,も っと露骨で直裁的な方法であると言えよう。代々木は

とくに,催 眠による年齢退行が,制 度の世界によって生まれたさまざまな呪縛を解 き放っ効果

があることを強調 している[代 々木1992,112頁]。

           8 南智子,も う一 つの声,そ して身体

 『性感Xテ クニック』 シリーズの主役 とも言える南智子は,代 々木作品ではみずから出演者

として男優以上に女性たちに積極的に関与 してきた14)。短大を卒業後,性 産業を転々としてき

た現役の風俗嬢である。彼女は,14歳 のとき40歳 の男性と3年 間っきあっていたが,自 分が

快感を得 るのはフェラチオなどでかれが感 じているときの表情やしぐさだ ったが,そ れを打ち

明けることはで きなかった。その後 もず っと,女 性の方か ら積極的 に男性にアプローチし,

セックスにおいて も主導権を握ることができないことに不満 をいだいていた。20歳 のときお

金が必要 となって風俗嬢となった。ソープランドで2年 半,そ のあとピンサロやヘルスで働 く。

その後,男 性が受け身状態で,全 身マッサージやフェラ,前 立腺マ ッサージなど,性 器への挿
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入 以 外 の サ ー ビス を 受 け る性 感 マ ッサ ー ジの店 で働 き,性 感 マ ッサ ー ジ師 あ る い は性感 エ ス テ

テ ィ シ ャ ンと呼 ば れ る こ と に な る。

 代 々 木 は南 につ い て つ ぎの よ う に語 って い る。

  南 智 子 とい う女 の 子 は,男 も女 の よ うに ヨガ って い いの よ,男 だ って 失 神 して 女 以上 に ヨ

  ガ る の よ,と い うわ けで す。そ の 時,男 は真 に解 放 さ れ る[『 コ ラム ニ ス ト2』1991,97頁]。

以 下 の 南 の言 葉 は,前 述 した代 々木 の 快 楽 と愛 の区 別 にっ いて の立 場 を踏 襲 して い る と言 え よ

う。

  わ た しが考 え る オ ー ガ ズ ム は二 種 類 あ って,一 っ は生 理 的 な もの。 性 器 に あ る刺 激 を 加 え

  れ ば イ キ ます よ ね。 も う一 っ は精 神 を と もな う深 い オ ー ガ ズ ム。 そ れ は肉 体 の絶 頂 感 を 伴

  う こ と もあ れ ば伴 わ な い こ と もあ ります け ど,深 い ん で すζ 自分 の エ ゴの殻 を と らな い と,

  後 者 の 本 当 の オ ー ガ ズ ムに到 達 で き ませ ん 。 そ ん な こ と した ら破 滅 だ と思 う人,臆 病 で 恐

  が りの 人 は,自 分 の 殻 を と る こ とが で き な くて,結 局物 理 的 な オ ー ガ ズ ム しか 得 られ な い

  [『SPA!』1992年8月26日,41頁]。

 「性 感Xテ ク ニ ッ ク』 シ リーズ で は,代 々木 に代 わ って南 の声 が画 面 を支 配 す る。 南 が しつ

よ うに女 性 を言 葉 で 責 め る。 こ こで も南 は,代 々木 の ダ ブル と して 現 場 を リー ドして い るか に

見 え る15)。そ れ だ け で は な い。 南 の役 割 は,代 々木 と異 な り,み ず か ら出演 者 と して 女 性 に 直

接 性 の手 ほ ど き を し,セ ック ス を男優 と した り,女 性 とか らん だ り して い る。 多 くの場 合,男

優 と南 が悩 み を い だ く出 演 女 性 を オ ー ガ ズ ムに導 く。 男 優 と南 あ る い は女 優 と南 が,女 性 の前

で セ ッ ク ス を し,そ の あ と女 性 を セ ック ス に誘 う。

 以 下 で は,す で に触 れ た 『性 感Xテ ク ニ ック 処 女 』 を紹 介 して お く。 リサ と い う女性 へ

の イ ンタ ビュ ー の 場 面 。 男 は好 きだ け ど,セ ッ クス に踏 み き れ な い。 「自分 が指 とか入 れ られ

て もぜ ん ぜ ん気 持 ち よ くな い し,た く さん さ れ る と も うや め て,っ て か ん じ」。 床 に マ ッ トを

敷 い た だ け で い っぱ い に な るよ うな狭 い部 屋。 そ こ で南 と 日比 野 が セ ッ クス を して い る。 これ

を す ぐそ ば で座 って み て い る リサ。 彼 女 の前 で南 と 日比 野 が セ ッ クス を す るわ け だ が,始 終 南

が リー ドし,日 比 野 は受 け身 で あ る。 そ して,最 後 は射 精 して い な い の に,快 楽 に震 え失 神 し

て し ま う。 リサ は泣 い て い る。 「あな た泣 いて る け ど,下 は濡 れ て る で し ょ。 下 は濡 れ て心 は

幸 せ … … い い ね 。 今 日 は も うセ ッ クス しな くて いい ね 」 「あ た し もや りた い … …」 と リサ。 こ

こで 休 み とな り,立 花 ひ か るが登 場 す る上 述 の場 面 が続 く。 この あ と,南 が リサ に か らむ。 そ

して,途 中 で 日比 野 が 現 れ て,リ サ とセ ッ クスす る。 そ う して 処女 を 喪 失 。3人 で か らむ。 今
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度は積極的に日比野にフェラをする。

 南はまた,ペ ニスバ ンドをつけてゲイの男性 とからんだり,ペ ニスバ ンドをっけた複数の女

性たちと相互に自慰行為を繰 り広げたりするなど,男 女がセックスで期待されている行為を撹

乱 していく。 これはたんに女性同性愛者の男役を演 じているわけではない。なぜなら,女 性は

ペニスバ ンドのペニスを男性がするようにこすりながら自慰をす るか らだ。ペニスの先端を刺

激すると,直 接あたっているわけで もないのにクリトリスが,ま た陰茎部を触 られると膣が刺

激を受けて気持ちよくなるという。 もちろん射精などない。 しか し,彼 女たちは南の巧みな言

葉 とリー ドによってオーガズムに達するのである。チャネ リング ・ファックと同様に,こ こで

も心身の高まりと同調が認められる。

 いままで女性にっいてのみ語 ってきたが,男 性にっいても一言述べておきたい。

               9 男 のオーガズム16)

 代々木のオーガズム論は,男 も女 も両方を含めたものである。制度の世界にどっぷ り浸かっ

ている男性の方がオーガズムに達 しにくい。射精は快楽かもしれないが,そ れはオーガズムを

意味しない。オーガズムは男にとって も失神行為をともなうような深い経験なのである。 どう

して男は簡単にオーガズムに達 しないのか。それは男が自分を捨てること,自 分を相手に明け

渡すことが下手だからである。男性は,制 度の世界で主導権を握 ることが自他ともに期待 され

ていて,そ のような関係を否定 し放棄することにはさらなる困難が伴 う。セ ックスに制度の世

界のふるまいや考え方を持ち込 もうとするか らだ。

 ポルノグラフィーにっいてしば しば指摘されてきたのは,従 来の伝統的な ジェンダー規範に

基づ く男性は能動的,女 性は受動的という固定的な関係であった。そこで,男 性は能動的にふ

るまうことで快楽を得 ることができると想定されている。 それゆえ,「 ハイ ト・リポー ト』 で

「あなたはフェラチオ,マ スターベーション,性 交で得たオーガズムのうち,ど れが最良のも

のだと思いますか。」 という設問への回答が興味深い。 というの もそこでフェラチオと答えた

理由として,相 手のことを考えないで自分の快楽の充足に満足できる,と 回答 していた男性が

数人いたからだ[1982,86頁]。 っまり,こ こではまさに受 け身の快楽がス トレー トに表現さ

れている。それは支配の快楽を強調 し,結 果として男性の不安を～方でっの らせ るポルノグラ

フィーとは異なる快楽の回路を示唆 している。

 こうした視点から特筆すべきなのが,代 々木作品においても徹底的に受 け身な男性が描かれ

始めているということだ。そこでは男性 も快楽の果てに失神する。 しかもそれはかならず しも

射精をともなわない。性行為における能動性や支配欲を放棄するだけでな く,射 精をも放棄す

ることで得られる快楽 とはどのようなものなのか。少 し長いが失神 した男優の手記を以下に引
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用 して お きた い。

  ボ ク は4年 前,代 々木 監 督 の 「いん らん パ フ ォー マ ンス 密 教 昇 天 の極 意 」(1990年)と

  い う作 品 で,イ ク とい う こ とを は じめ て体 験 した。 この 作 品 は,男 の オ ー ガ ズ ムを追 求 す

  る とい う意 図 で っ く られ た もの だ った 。 … …ボ ク と相手 役 の 栗 原 早 記 は,い つ に も増 して,

  自分 の 中 へ 中 へ と意 識 を 下 ろ して い った。 努力 す る こ とを 放 棄 して,期 待 す る こ とを放 棄

  して,と にか くあ らゆ る意 識 を放 棄 して,同 じ殻 の 中 に い る こ と を実 感 と して 感 じな が ら

  求 め あ っ た。 ほ ど な く して,意 識 が性 器 か らふ っ と離 れ た と き… … 。 そ こか らの記 憶 が な

  い 。 何 を ど う して,自 分 が ど うな って い た のか が ま っ た くわか らな くな って しま っ た。 た

  だ,た とえ よ うの な い快 感,幸 福 感 に 包 ま れて 浮 か ん で い た。 射 精 と は ま った く違 う感 覚 。

  そ れ と は較 べ よ う も な い ほ どの 満 足 感 と充 実感 で 身 体 が 満 た され て い る の を実 感 した。 性

  別 を こえ た快 感 。 根 拠 はな いの だ が,そ う実感 で き た。 … … 栗 原 早 記 が こ うい った 。 「鷹

  お ぼ え て る?わ た しが お ち ん ち ん さわ ろ う と した ら 『さわ らな いで 。 そ の ま ま抱 き しめ

  て 」 って い った の よ」 ま るで 記 憶 に な か った。 ボ ク の性 器 は,こ れ以 上 は小 さ くなれ な い

  ほ ど に縮 み上 が って いて,射 精 も して い な か っ た。 身 体 中 に鳥 肌 が ビ ッ シ リと立 って い た。

  気 が っ くと涙 も こぼ れ て い た。 男 の 幸 福感 はか な らず し も射 精 に あ る わ け で は なか っ た。

  性 器 を使 わ な くて も達 す る セ ックス が あ る。 予 想 して い た こ と とは い え,シ ョック だ った。

  と同 時 に,こ と ば に あ らわ す ことが で きな い ほ ど の 至 福 の と き に包 まれ て もい た[加 藤

  1994131-133頁]。

 女 優 の栗 原 早 記 は,週 刊 誌 の イ ンタ ビュ ー に答え てつ ぎ の よ うに述 べ て い る。

  あ の 日 は半 立 ち に もな らな い状 態 の う ちか ら,体 が ピク ピ ク と硬 直 し始 め た の よ。 わ た し

  は ピ ンと きた わ よ。"イ ッち ゃ って る"っ て 。 射精 を しな い う ち に,ア ク メ に達 した わ け。

  肉 体 の快 感 よ り,精 神 の オ ル ガ ス ム スが 上 回 った の よ ね。 そ う女 の エ ク ス タ シー に近 づ い

  た 感 じだ と思 う[『 週 間 ポ ス ト』1991年2月8日,204頁 コ。

 男 が 受 け身 とな り,失 神 に ま で至 るオ ー ガ ズ ムを得 る。 栗 原 が い み じ く も述 べ て い た よ うに,

そ れ は 「女 の エ ク ス タ シ ー」 で あ った17)。 こ こに ジ ェ ン ダー 撹 乱 の一 っ の 帰 結 を 認 め る こ とが

可 能 だ 。 そ して,こ う した撹 乱 を受 け入 れが た い男 は,撮 影 現 場 を逃 げ去 る しか ない。

 以上,代 々木 の基 本 的 な考 え方 を紹 介,吟 味 して きた。 っ ぎ に,か れ の 考 え を 支 え る こ とが

ら にっ いて 考 察 を お こな い た い。
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              10代 々木 自身の物語

 代々木の生い立ちで注 目しておきたいのは,「 家族愛」への飢餓感である。 それは母が早 く

になくなり,父 とも別れたて育 ったという幼少時の体験に端を発 している。そこから血のっな

がりを求め,や くざの世界にあこがれた。 しか し,そ れは無残に裏切 られていくことになる。

 家族愛に代わる強い絆を,か れは映画製作の現場に見いだす。だが,こ のような世界 も 「裁

判」 というかたちで中断されて しまう。長すぎる裁判,狼 褻 という考えをめ ぐっての仲間との

対立,裁 判費用の捻出,生 活費の枯渇。代々木の妻はストリップで働 き始めるが,代 々木 に知

らせず身重のまま妊娠6ヶ 月まで働き続けたため,過 労 と妊娠中毒症で倒れる。そして,生 後

4日 で最初の子供を失 う。

 代々木にとって,ビ デオの世界は,小 規模なが らも家族愛を越えた絆を確認で きる世界 なの

であろう。そのことは,す でに引用した男優の言葉 「オレたちの世界」 とい う言葉に如実 に表

れている。かつて憧れていた男たちとの絆を,代 々木 は男優 との関係で手に入れたのではない

だろうか。

 子供の頃代々木は,娼 婦たちの生態を目の当たりに見て,子 供心に女性の 「バケモノ性」を

見いだした。 それが,そ の後の ビデオ作 りの原点になっているという [山田1995,247頁]。

ス トー リーのあるピンク映画では描けない女をビデオで描 きたい,と いうのが代々木の強い気

持ちであったろう。そ して,み ずからのバケモノ性に向き合お うとしない女,世 間が期待する

女 らしさに甘んじて,体 裁を繕 う女。代々木がビデオで求めているのは,こ うした女性たちの

変貌である。

 代々木の作品に登場する女性たちは,こ の世の性をめぐるしが らみのせいで苦 しんでいる。

彼女たちの変化を追 うことで 「自分自身」を取 り戻 してい く過程を描 く。それは,視 聴者の多

くの男性にとっては隠れていた淫乱な本性の表れであり,そ こに興奮するのか もしれない し,

実際そういう過程が強調 されている。そのような 「淫乱な本性」を露わにする女性をさらに包

み込む存在 として代々木が求めているのは,母 の姿なのではないだろうか。子供時代の女の淫

乱さについての体験 と密接に結びっいているのが肉親への愛の渇望であった。

 淫乱な女性を待 っているのは,欲 情 した男だけではなく,母 を希求する男  子供なので

ある。だが,厳 密 にはそれは半分 しか正 しくない。というの も,す でに指摘 したように,出 演

者たちもまた子供になることが期待されているか らだ。それがエゴを捨てた無我の境地であり,

そのときはじめて真のオーガズムに達することができるのである。代々木が求めているのは,

母 としての女性 という実体ではな く,母 子関係における無償の愛に基づ く無私の関係なのであ

る。 ビデオでオーガズムを得るということは,否 定されている母子関係 を獲得す ることに他な

らないとしたら,そ れは,出 演者が子供となり,代 々木や男優そして女優たちが 「母」 となる
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こ とで あ り,ま た 出 演 者 が みず か ら母 を 体 験 す る こと で あ ろ う。 後 者 の場 合,代 々木 た ち が子

供 と な る。 代 々 木 の ビデ オ に お い て な さ れ て い るア イ デ ンテ ィテ ィ撹 乱 の 根 本 に あ る の は,

ジ ェ ン ダ ー ・ア イ デ ンテ ィ テ ィと い うよ り,こ う した母 子 関係 の確 立 とそ の逆 転 で あ る。 ジェ

ン ダー ・ア イ デ ンテ ィ テ ィの撹 乱 は子 供 へ の変 貌(退 行)の 過 程 で 不 可 避 に生 じ る もの だ。 そ

れ は,撹 乱 と い うよ り,男 で も女 で もな く と い う意 味 で,非(あ るい は否)ジ ェ ン ダ ー化 と

い った方 が 適 切 か も しれ な い18)。 もち ろ ん,こ う した変 貌 の能 力 は特 殊 な もの と考 え るべ きで

は な く,制 度 の世 界 と本 音 の世 界 の 存 在 を 認 め た うえ で,後 者 に お い て 濃 密 な 人 間 関係 を も と

う と思 うの は,程 度 の 差 は あれ 多 くの人 間 が 求 あ,ま た事 実 実現 して い る こ とで あ る。 しか し,

そ れ が う ま くい か な い人 もい る。 なぜ だ ろ うか 。

 そ の 理 由 と して,代 々木 は幼 少 時 の母 子 関 係 に注 目す る。 「(セックスでハ ウ ッー もの に頼 る人

は子供 時 代 に)ス キ ン シ ップ を して な い。 そ こ に 問 題 が あ るん だ よ ね 。 子 供 の 頃 に,母 乳 で

育 って な い。 お母 さん の頬 にふ れて な い。 オ ッパ イ に ふ れ て な い。 お 父 さん に殴 られ て な い,

殴 られ て お 母 さ ん の 懐 に飛 び込 む,そ の 時 肌 の 温 も りを 感 じ,お 母 さん の 優 しさ にふ れ て,自

分 を あ け渡 して 泣 き じ ゃ く る。 それ が オ ーガ ズ ム です よ」[『fuu」1994年6月 号,52頁]と

ま で言 って い る。

 オ ー ガ ズ ム の 問 題 だ けで は な い。 そ もそ も ビデ オ に 出 演 した い と言 って くる女 性 た ち は,親

と うま くい って な い。 親 の エ ゴの犠 牲 者 に な って きた とい う思 いが 強 い。 そ して,ビ デオ に出

る こ とで,ど こか で 親 に復 讐 した い と思 って い る とい う。

 代 々 木 は この 続 き と も言 え る意 見 をっ ぎの よ う に述 べ て い る。

  た と え ば幼 児 期 に母 親 の懐 で安 心 して泣 けた 子 とい うの は,本 能 が 成 熟 で き た と思 う。 と

  こ ろが,そ れ を 受 け入 れ る母 親 の本 能 が 成 熟 して い な い と,母 親 に と って 子 供 の 泣 き声 は

  不 快 で しか な い。 だか ら虐 待 に走 る。 そ う して 虐待 され て 育 った 子 は,当 然 本 能 が 不 快 で

  い っ ぱ い だ か ら,同 じよ うに暴 力 的 な行 動 に 出 た り,人 格 が 崩 壊 した りす るわ け[『 双 葉

  社 好 奇 心 ブ ッ ク36』31頁]。

 だ が,そ う主 張 す る か れ 自身 母 性 は二 重 の意 味 で 否 定 され て いた 。 実 母 の不 在 。 そ して,最

初 の子 供 の あ ま り に も早 す ぎ る死 。 か れ は,子 供 の死 を 「生 涯 最 大 の 節 目」 と表 現 し,「 ヤ ク

ザ にな る時 も,辞 め る時 も,映 画 に関 わ る時 も,自 分 の意 志 だ った。 で も,こ れ は俺 の意 志

じ ゃな い … …。 初 め て,目 が覚 め た気 が した よ。 己の 人 生 を他 人 の 目で 振 り返 る ことが で き る

よ うに な った。」[足 立1992,144頁]

 した が って,わ れ わ れ に と って大 事 な こ とは,代 々 木 は どの よ う に して母 子 関 係 の欠 落 と い

う根本 的 な 問題 を 克 服 しよ う と して きた のか,と い う こ とで あ ろ う。 そ れ こそが,独 特 の オ ー
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ガズ ム観 に至 る過 程 で もあ るか らだ。

 以下3っ の エ ピソ ー ドを紹 介 して,不 完 全 な が ら も代 々木 の 思 想 の軌 跡 に迫 りた い 三9)。

 最 初 の エ ピソ ー ドは,45歳 の 頃 の話 で あ る。 代 々木 は大 阪 の 一 流 ホ テ ル に泊 ま り,指 圧 師

を 呼 ん だ 。60歳 過 ぎ の老 女 で あ る。 しか し,彼 女 は代 々 木 の股 間 に 手 を 伸 ば し,最 後 は 口 に

くわ え た 。

  これ が,う ま い。 気 持 ちが い い。 が,こ の こ と は絶 対 に友 達 に い え ね え な あ とか,3年 ぐ

  らい,酒 の 肴 に さ れ る な あ とか,さ ま ざ ま な 思 い が よ ぎ って 素 直 に な れ な い私 が い る。

  "こ ん な婆 あ に,オ レ,こ ん な事 され て"と,そ れ は も うす ご い葛 藤 が あ る。 だ が,お ば

  あ ち ゃん は 「あん た,素 直 に な ん な はれ 。 気 持 ち よ か った らオ ナ ゴ はん み た い に 声 出 した

  らえ え の に」 と,ど ん ど ん心 を ほ ぐ して くれ る。 しか しまだ,素 直 に な れ な い。 そ れ で も

  私 は イキ そ うに な る。 が,今 度 はお ば あ ち ゃん が じらす 。 そ の繰 り返 しが あ り,そ して最

  後 にお ば あ ち ゃん が 私 に こ うい ったの だ 。 「あ ん た,な ん ぼ の もん や 。 あ ん た,ど れ ほ ど

  の 男 や 」 そ うバ シ ッと い わ れ た。 脳 天 を 打 ち割 られ た 感 じが し,そ して 私 は至 福 の 世 界 に

  入 って い った。 気 づ い た ら ワ ンワ ン泣 いて い た。 涙 が止 ま らな い の だ[「CADET』1993

  年2月 号,37頁]。

 代 々木 は この 体 験 で,外 面 に こだ わ り,心 の 中 を見 られ な い よ う に して き た 自 身 の 限 界 を

知 っ た。 「お ば あ ち ゃん 」 を通 じて,か れ は子 供 にな る こ と を学 ん だ。 子 供 に な る こ と の快 楽

を体 験 したの だ。

 っ ぎ は,出 演 者 の ひ と り,井 上真 梨 子 との間 に生 じた経 験 で あ る。 代 々 木 は,『 素 人 欲 情 地

帯 淫 界 か ら来 た女 』(1995)で,出 演者 井 上 真 梨 子 の過 去 を探 りな が ら,セ ッ クス へ の両 義 的

な態 度 を 克 服 して い く過 程 を記 録 して い る。 井 上 は,子 供 の 頃 に両 親 が ス ワ ッ ピン グ に参 加 し

た ビデ オ を偶 然 観 て い る。 この作 品 を撮 りなが ら,代 々 木 は体 調 の不 調 を感 じて い た 。 そ して,

い ま まで 自 己 を捨 て る こ とを説 い て きたが,監 督 と して ど う して も捨 て られ な い 客 観 的 な 目 を

保 持 して い た こ とを告 白 して い る。 そ の うえ で,今 回 はそ う した冷 め た 視 点 も維 持 で き な い ほ

ど力 が なか った とい う。 代 々木 が トラ ンス状 態 の よ う にな って,子 供 時 代 の こ とを 思 い 出 した

の は,撮 影 後 彼 女 と別 れ て か らで あ る。 思 い 出 した内 容 はす で に紹 介 した こ とが ら と重 な る。

  そ の子 供 時代 の思 い こそ が,い ま私 が こん なふ う な仕 事 を続 け て い る理 由 だ と い う こ とが

  は っ き り とわ か った の で す 。 同 時 に,私 が 井 上 さん と ま った く同 じで,じ つ は,私 自身 が

  それ に気 づ き,私 自身 が い や さ れ る た め に彼 女 に 出会 った の だ と い う こ と も率 直 に そ う思

  え た の で す。 … … これ まで にい ろ ん な こ とを い って き た の に,な に もわ か って い な か った
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  ん で す 。 ひ とが い や し,い や され る,と い う こと は,ひ と と ひ とが本 当 に 同 じに なれ た一

  瞬 しか起 き な い こ とか も しれ ませ ん[山 田1995,247頁]。

 最 後 に,2003年 に会 っ た と き代 々木 が わ た し 自身 に語 った話 を紹 介 して お こ う。 「い ます ご

い女 優 が い る」 と言 って,代 々木 が わ た しに紹 介 した の は 自衛 隊 出身 の 女 優,新 田利 恵 で あ

る2D)。1996,7年 の ころ,千 葉 の 民家 を使 って の泊 ま り込 み の撮 影 で の こ とで あ った。 撮 影 が

終 わ って,同 じ部 屋 に 雑 魚 寝 を した。 み ん な が 寝静 ま って か ら,代 々 木 が ふ と 目を 覚 ま す と,

新 田が 代 々 木 を枕 元 で 母 が 赤 ん 坊 を抱 くよ うに 抱 き しあ て,涙 を流 して い た 。 彼 女 によ る と,

そ の と き代 々木 は3歳 の こ ろ の代 々木 に戻 って いた とい う2D。 だ か ら,母 とな って 寝 て いた か

れ を抱 き しめ た とい う の だ。

 最 初 の エ ピ ソー ドは,セ ック ス に お いて 代 々木 自身 が エ ゴを捨 て る こ と を学 ん だ こ とを語 っ

て い る。 二 っ 目の エ ピソ ー ドで は,代 々木 は監 督 と して の 客 観 的 な視 点 を放 棄 し,み ず か ら子

供 時代 に い わ ば 「退 行 」 し,追 体 験 す る ことで,悩 み を もっ 出 演 者 と同 じ視 座 を獲 得 して い る。

最 後 の エ ピ ソー ドで 代 々木 は本 当 に子 供 と な って女優 の 前 に現 れ て い る。 こ う した一 連 の エ ピ

ソ ー ドか ら,代 々 木 の変 化 を 跡 づ け る こと は可 能 で あ ろ う。 セ ック ス にっ い て の考 え方 か ら,

さ らに 自身 の退 行 を 経 験 して い く。代 々木 もま た 出演 女 性 と と もに,そ して彼 女 た ち に よ って

癒 され て い く。 こ う した代 々木 に よ る(失 われた)肉 親 との絆 の 回 復 へ の 意 志 は,娘 との関 係

に も認 あ られ る。

 代 々木 は,当 時 中学2年 生 の娘 に対 して,「 も し,ど う して も自分 ひ と りで は対 処 しき れ な

い場 合 に は,お 父 さ ん に相 談 して くれ 。 僕 に は命 を代 え て で も君 を守 る準 備 が あ るか ら。 そ の

時 は力 に な るか ら」 と言 え た こ と にっ いて,「 そ の時,僕 は本 当 に解 放 され た。 普 通 の親 の よ

うに,世 間 体 だ け を気 に して,子 供 を 自分 の エ ゴ に栄 養 を 与 え る た め の 道 具 に しな くて済 ん

だ 」 と述 べ,ア ダ ル ト ・ビデ オ の仕 事 に携 わ って いろ ん な女 性 を 見 て きた お か げ だ と述 べ て い

る [「MARCOPOLO』1992年9月 号,62頁]。 これ こそ,代 々 木 が 娘 と確 立 したか った無 私

の関 係 で は なか った ろ うか 。

               10 悪 し き 主 体 の 出 現

 以 上 の 代 々木 とそ の 作 品 にっ い て の分 析 か らどん な こ とが 言 え るだ ろ うか 。 赤 川 学 は,視 聴

者 の視 点 か ら,個 室 で ア ダ ル ト ・ビデ オを 観 る視 聴者 と ビデ オ 映 像 との 関 係 をrAVオ ナ ニ ー

空 間」 と名 づ けて い る22)。 そ して,ア ダル ト ・ビデ オ を,「 主 と して青 年 男 性 が オ ナ ニ ー をす

るた め の媒 介(=メ デ ィア)と して,あ るい は来 るべ き性 行 為 の マ ニ ュア ル と して,個 室 ビデ

オ 店 や 一 人 部 屋 と い う条 件 の も とで鑑 賞 ・視 聴 さ れ る ポ ル ノ グ ラフ ィ」[赤 川1993,140頁]
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と述 べ て い る。 そ して,ア ダ ル ト ・ビデ オ に認 め られ る多 様 な性 は,視 聴 者 に た い し,み ず か

らの 性 欲 の あ りか た(お まえ はなにに興 奮す るのか)を 問 い,性 的 指 向 を再 認 させ る た め の手 段

だ と指 摘 す る。 こ の問 いか け に答 え る こ とで,視 聴 者 は性 的主 体 と な る。 視 聴 者 は,み ず か ら

の性 欲 を 知 る こ とで それ を核 とす る ア イ デ ンテ ィテ ィを構 築 し,そ れ に束 縛 され る。 代 々木 が

目指 して い る の は,同 じAVオ ナ ニ ー空 間 と い う設 定 にお い て,男 性 視 聴 者 が オ ナ ニ ー す る

可能 性 を 残 しなが ら も,ま さ に そ う した アイ デ ンテ ィテ ィ形 成 を 撹 乱 しよ う と して い る の で あ

る。

 冒 頭 で エ ロ ス と反 エ ロス と い う対 立 を 提示 した が,エ ロ ス の 空 間 と は ジ ェ ン ダ ー の ス テ レオ

タイ プや 欲 望 の 予 想 され る発 動 の欄 乱 に よ って生 ま れ る と言 え よ う。 リ ン ダ ・ホ ラ ー は,身 体

を肯 定 す る倫 理 と して の エ ロ ス を,身 体 否定 の ロ ゴス と対 比 さ せ,身 体 が人 間 存 在 に と って い

か に 重要 な 役 割 を 果 た して い る のか を 論 じ,エ ロ スの 復 活 を 唱 え て い る[Holler 2002]。 そ し

て,身 体 と精 神 と い っ た二 元 論 を批 判 的 に克 服 し,自 己 と他 者 が真 に交 わ る よ う な 「浸 透 可 能

空 間permeable space」 を 生 み 出す 必要 が あ る,と 主 張 して い る。 そ れ は エ ロ ス の空 間 で あ

り,癒 しの 空 間 で あ る。 代 々木 が ビデ オ 作 品 で生 み 出 そ う と して い る空 間 も また,こ の浸 透 可

能空 間 と言 え るの で は な いか23)。そ れ は,制 度 の世 界 に対 立 す る本 音 の世 界 で あ る24)。

 しか し,そ れ は思 って い る ほ ど単 純 で はな い。 マ ニ ュ ア ル を批 判 し,マ ニ ュ ア ル的 な性 の世

界 か ら脱 す るた め の マ ニ ュ アル を,代 々 木 は呈 示 して い る と言 え るが,そ れ 自体 が,視 聴 者 や

読 者 に と って 束縛 とな りか ね な いか らだ 。宮 台 らが,代 々木 の 「プ ラ トニ ッ ク ・ア ニ マ ル』 に

つ い て,指 摘 す る よ う に,「 代 々木 の 本 は,「 マ ニ ュ アル が も た らす 逆 説 を 克 服 す る た め の マ

ニ ュ ア ル 」 とい う,き わ めて 逆 説 的 な形 式 を取 り始 め る」[宮 台 ほか1993 ,206頁]25)。 森 岡

もま た代 々木 を含 む オ ー ガ ズ ム の探 求 者 に警 鐘 を な らす 。 と い うの も 「彼 らの よ う な真 の オ ー

ガ ズ ム を追 求 す る方 向 に行 って しま う と,自 分 の セ ク シュ ア リテ ィの ね じれ を 維 持 した ま ま,

「性 の快 楽 へ の欲 望 」 だ けが 肥 大 す る こ とに な りか ね な い か らで あ る。」[森 岡2004,165頁 コ

しか し,わ た しは こ う した 批判 が的 を射 て い ると は思 わ な い。 す で に見 て きた よ う に,代 々木

の言 説 だ け読 む と,オ ー ガ ズ ムへ の欲 望 に と らえ られ た り,ま た そ の た め の マ ニ ュ ア ル と い う

印象 を受 け るか も しれ な い が,代 々木 自 身 の告 白や ビデ オ カ メ ラの 前 で 生 じて い る こ とが らか

ら明 らか な よ うに,オ ー ガ ズ ム は突 然 か っ偶 発 的 で あ るか らだ。 代 々木 は森 岡 の 指 摘 す る懸 念

をSMの 実 践 に認 め,む しろ批 判 して い る(2002年7月 の田中に よるイ ンタビュー)。 代 々木 もま

た快 楽 追 求 の 自己 目的 化 に た い し否 定 的 な の で あ る。 その よ うな 「快 楽 」 は オ ー ガ ズ ム と は言

え な い。 性 的 な実 践 は っ ね に偶 発的 な もの な ので あ る。

 少 数 で は あ るが,視 聴 者 はそ のま ま視 聴 者 と して と ど ま る わ け で は な い。 代 々 木 の ビデ オ に

関心 を もち,問 題 を発 見 した女 性 た ち は,マ ニ ュ ア ル通 り の性 を 克 服 し,オ ー ガ ズ ム を得 る た

め に は,本 を読 ん だ り,ビ デ オ を観 た り して い るだ けで は不 十 分 で,直 接 代 々木,南 そ して か
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れらを取 りまく男優たちの手ほどきを受けるしかないと考えるようになる。とすれば,代 々木

の ビデオは,性 的指向を再認する場 として機能 しているというより,そ のような場の前提 と

なっているビデオと視聴者 との欲望をめぐるAVオ ナニー空間の密約 一 ビデオが提供する

さまざまな性行為 とそれを見て興奮するわたしという関係 一 を揺 さぶり,問 題群の発見を

促す機能を果た していると言えないだろうか。視聴者は,代 々木のビデオを観ることで,性 的

指向を再認するというより,性 的な問題に対峙する。視聴者たちは,セ ックスの仕方やオーガ

ズムの体験に至 るいろはを学ぶだけではない。 「イケない」 という性的な問題を抱えた女ある

いは男 として主体化 される。 しか し,そ れだけでは従来のAV空 間において生 じたこととあ

まり変わ りはないか もしれない。そこでも,た とえば男性たちは,男 優とみずか らの身体やテ

クニ ックを比べて,問 題のある存在 として主体化していたからだ。代々木の独創的なところは

そうした問題化された主体(悪 しき主体[山 崎1989,155コ)26)に こそ(逆 説的だが)癒 しの可能性

を示唆 しているところである。そして,そ の呼びかけに応 じた一握 りの勇気ある視聴者がアテ

ナ映像の面接室のソファーに座 り,出 演することになるのである。

                11 お わ り に

 一部繰 り返 しになるが,最 後に上記の議論をまとめておこう。代々木によると,制 度の世界

のせいで,わ れわれは真のオーガズムに達することはできない。建前を捨てて本音で語り,自

己を発見することを通 じて真のオーガズムを得ることができる。それはまた,本 音の世界から

の社会批判へとっながる。 しかし,代 々木がポルノ産業に留まるかぎり,そ うした批判は十分

に展開できない。とす るなら,い わゆる 「性の商品化」に通 じる 「制度の世界」の論理を否定

できないのではないか。また,オ ーガズム達成の有無が問題であるかぎり,あ くまでそれは内

的あるいは身体的な問題 として理解 され,真 の社会批判や改革 に結びつかないのではないか。

さらに,わ たしの理解が正 しいとすれば,母 子関係をあまりに理想化することにならないか。

マニュァル批判があらたなマニュアル化を生むのではないか。

 これ らの批判にたいし,以 下のように答えておきたい。オーガズムをめぐる性の問題を性行

為を通 じて 「癒す」ことの可能性は無視すべきではないだろう。代々木の主張には,教 師,聖

職者,医 者による実践以外の可能性が認められるのではないだろうか。かれの実践が性的かっ

身体的なものであるかぎりマニュアル化の悪循環を裏切 ることができるはずである。また,母

性の重要性について も,こ れは従来の性を否定 したところに措定される母性ではない。ここに

も母性の,し たがって母子関係の撹乱の可能性を認めることができるのではないだろうか。ま

た,監 督と女優,男 優 と女優 といった関係 もけっして固定された性格の ものではないことも確

認 しておきたい。
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                **********

 視 聴 者 は,一 大 決心 を して ア テ ナ映像 の面 接 室 の ソ フ ァ ー に座 る。 そ れ で は,わ た しは ど の

よ うな経 過 で面 接 室 の ソ フ ァー に座 る こ とに な った の だ ろ うか 。

 1986年8月,わ た し は京 橋 名 画座 の 窮 屈 な 椅 子 に体 を 沈 め な が ら,「 ドキ ュ メ ン ト ・オ ナ

ニ ー シ リー ズ』 の キ ネ コ版 『ONANIE 2」 と 『ONANIE 3』 を 観 た。 これが ,わ た し と代 々木

との最 初 の 出 会 い だ った 。 ビデ オの 制 作 か らお よ そ4年 の ず れ が あ る が,1980年 代 前 半 を ス

リラ ンカ と英 国 で 過 ご し,6年 ぶ りに帰 国 した のが 一 ヶ月 前 で あ った の だ か ら,こ の ず れ は仕

方 が な い だ ろ う。 わ た しは,ロ ン ドン滞 在 中 にす で に女 性 の オ ナ ニ ー を 研 究 テ ー マ に しよ う と

考 え て い た27)。そ の た め,日 本 に帰 って最 初 に は じめ た の は,オ ナ ニ ー と名 の付 く ピ ン ク映 画

を片 っ端 か ら観 る こ とで あ った 。 日本 の ア ダル ト ・ビデ オ事 情 に疎 か った 当 時,『ONANIE』

の オ リ ジナ ル が ビデ オ版 で あ る こ と さえ知 らなか った。 しか し,わ た しは代 々木 の古 い作 品 の

多 くを京 橋 や東 阪 急 通 りの 映 画 館 で観 る こ とが で きた 。 わ た しは,な にか に愚 か れ た か の よ う

に,ビ デ オ シ ョップ の販 売 用 ビデオ を 漁 り,代 々木 にっ いて の 文 章 を 集 め,そ して語 って い た。

1980年 代 後 半 か ら90年 代 前 半 に か けて の 代 々木 の精 力 的 な活 動 は,わ た しに と って 同 時 代 的

な体 験 で あ り,こ の こ ろの 資料 が一 番 充 実 して い る。

 は じめ て 代 々木 に っ いて 論 じた の が1993年 の近 衛 ロ ン ドで の 席 上 で あ った 。 そ の後 講 義 で

も取 りあ げ,ま た さま ざ ま な研 究会 で も ビデ オ持 参 で報 告 を した。 しか し,わ た しが ア テ ナ映

像 の 面 接 室 で代 々木 に 会 お う と決心 した の は,ず っ と あ と2002年7月 の こ と だ。 お よそ5年

間,わ た しは逡 巡 して い た 。 ふ た た び,代 々木 の ビデ オ を 見 始 め た の は,藤 本 由香 里 氏 と の 出

会 いが き っか け で あ った。 そ れ か ら,ま た長 い月 日が 経 っ た。 と りあ え ず,本 稿 を わ た しが な

ぜ代 々木 に惹 か れ て きた の か,そ して,そ の理 由 はな ん な の か を考 察 した もの と して 位 置 づ け

た い。

  謝辞 まず,短 い時間であ ったがわた しの拙 い質問に丁寧 に答え て くだ さった代 々木 忠監 督 に感謝

    した い。 代々木監督 にはこの論文の第一稿 を見て いただ き,再 度 お会 い して,修 正追加 を行 っ

    た。2006年2月,2回 目にお会 い したときは,母 の死 をあ ぐって,ま た小学校低 学年 のときに

    罹 った熱病 の経験 などか ら,死 あるいは死後の世 界につ いて の強 い思 いや,闇 の恐怖 につ いて

    語 って くれ た。 この ような感情 は,不 可視の世 界への強い関心 と結 びっいて いる。 これ らの こ

    とが らもまた,監 督の作品を理解す る上で重要であ ることを思 い知 らされ たが,本 稿 に十分 に

    取 り入れ ることはできなかった。 この点 にっいては今後 の課題 に した い。 またアテナ映像 の長

    井泉氏 には最 後の最後 までお世話 にな った。代 々木監 督を紹介 して くれた筑摩書 房の藤 本由香

    里氏,彼 女 との出会いを設定 して くれ た国立民族 学博物館教授野 村雅一氏 に感謝 す る。 近衛 ロ

    ン ド(1993年2月),大 阪市大 での講義(1993年 前期),女 神 ク ラブ宇 和島大会(1994年9月),
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  愛 知学 院大学癒 し研究会(1994年10月),総 研大(国 立民族学博物館)大 学院 自主 ゼ ミ(1994

  年10月),人 文研助手会 ゼ ミ(1994年11月),け いはんな 「マ ラソ ンセ ミナー 人 間 ・生物 ・

  時間』(1996年3月),総 研大本部での湘南 セ ミナー(1996年7月),国 立民族学博物館企画展

  ゲス トトーク 「20世紀 のエロス,オ ーガズム」(2000年4月),九 州大学での特別講義(2002

  年10月),な どで ビデオを使 って報告 し,そ の たびに参加者か ら貴重 な意 見を伺 うことが でき

  た。 本稿 に,そ う した意見が少 しで も反映 して いれば幸 いである。 さ らに,京 都大学人文科学

  研究所 の共 同研究 班 「ポル ノグラフィー研究」(大 浦康介代表,1999-2002)で の討論 は大変有

  役であ った。 資料 の整理 にあた っては高橋景子 さん にお世話 にな った。

注

1)か れの生 い立 ちにっ いて は代々木[1993,61-87頁]参 照。

2) レンタル店 は1989年 を ピークに減少 してい く。

3) この点 にっいて は,「性的 コ ミュニケ ーションに踏 みだす仕方  〈行為〉  は もはや問題

 で はな く,性 的 コ ミュニケーシ ョンの中で何を 〈体験〉 しうるかに,主 題が完全 に移 行 している。

 「踏み 出 し得 るか否 か」 か ら 「享受 しうるか否 か」 へ 一 」[宮 台 ほか1993,266頁]と い う指

 摘が ある。

4)1990年 前後 か らチ ャネ リングが流行す る。 この点について は 「週刊朝 日』(1990年12月7日

 号)の 記 事 「「大霊 界」 よりす ごいチ ャネ リング って何 だ」を参照 。よ り学術 的な もの と して

 [島薗2006:247-262]が ある。

5)本 稿が扱 う時代 のアダル ト・ビデオ作品一般にっいては,「80年 代AV完 全 デー タ」(「好奇心

 ブ ック36』)を 参照。

6)マ ニュアル は書物 だけではな く,ビ デオ も多い。 しか し,こ れ は日本 より米国で顕著であ る。

7) 3節 で紹 介 した藤本 の快楽体験 につ いての記述 を参照 。

8)代 々木 は別の ところで,制 度 の世界を固定観念 や価値観 とい う催眠 にか け られて いる状態 と述

 べ,そ こで違 う価値 に出会 うと悩む。悩んで いる女性 がかれの ところ に来 るか ら,か れの しなけ

 れ ばな らない ことは,そ うした価値観を捨て させ ることであ り,世 間が彼女 にか けた催眠を解 く

 ことだ とい う[『 コ ラムニス ト2』1991,95頁]。 「催眠を解 く」 ことが癒 しなのである。

9) もちろん,多 くの性産業が制度 の世界の一端を担 ってい るの は否定 しがた い事実で ある。む し

 ろ これは代 々木流 の性産業観,と 考 えるべ きであろ う。

10)す でに紹 介 した藤本 のチ ャネ リング論を も参照。

11)『 オ レンジ通信』(1991年,4月 号,99頁)で の麻 生の発言 も参照。

12) この シ リーズは,1990年 に一本制作 された後,1993年 か ら本格的 にシ リーズ化 されたため,

 本稿 の分 析対象か ら外 している。

13)代 々木 は1993年 に 「綺麗』 という女性誌 で 「代 々木忠 の性 の相談室 」 を連載 していた。 また

 翌年 には 『fuu」 で 「愛 の伝道 師代 々木監督の究極 のオ ーガズ ム」 を連 載 して いる。 同年同 じ雑

 誌 で,代 々木 に影響 を受 けた男優加藤鷹 も 「鷹さん に訊 け!」 というセ ックス相談室 を担当 して

 いる。 これ らは,レ デ ィースマガ ジンと呼ばれ,1993年 頃に相次 いで公刊 された。 全頁 アー ト

 紙仕 上 げで,写 真 がふ んだんに使 われてい る。売 りは,読 者参 加 によ る有名AV男 優 とのセ ッ

 クスやバ イ ブ使 用の セ ックスの誌上掲 載であ った。『fuu』で は,こ う した企 画 に応募 して きた
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 女 性 に6万 円を進呈 して いる。女 性 の性的 な欲望を全面 に出 した とい う点で,1980年 代末 に始

 ま る女性 観の変化を表 して いると言 え る。 この点 にっいて は,東[1998]を 参 照。

14)南 にっ いて は,代 々木 との長 い対談[代 々木!992,201-217頁]や 斉藤 綾子 と亀山早苗 らと

 の座談会の記録[斉 藤 ほか2001],ま た 『ベス トの本11』(1999)や[宮1994]を 参照。

15)鷲 田 は南 との インタ ビューについてつ ぎのよ うに述べて い る。「南 さん のロか らは,「受 け身 」

 と 「多様 」 という言葉が くりかえ しこぼれて くる。 どち らも固定観念 か ら感覚 を ほど くとい う文

 脈 で出て くる。身 を他人 にあず けることで決壊す る瞬間,類 型 の なか で,っ まり他人 との比較 の

 なかで じぶんを とらえ ることを止め る瞬間,そ うい う次元 に誘 導す るために動員 され るのが,こ

 のひ との言葉 と手の技 なの だ。指を肛 門に突 っ込 む,言 葉 でいたぶ る。 肉体 のなか,幻 想 のなか,

 相 手の内部 に ぐいっと入 ってい くのだ。 ひ ととひ とのあいだで侵 して はな らない とされ るその境

 を跨 ぐ。 これはたぶん 「普通」 の ひとがいちばん怖 が ってい ることだ」[鷲 田2000,16頁]。 あ

 るい は,「 性 は幻想 によって編 まれてい る。 だか ら,言 葉や観念 が 〈性 〉 と して の人間 をがちが

 ちに固着 させ たり,ぐ らぐら揺すぶ った りす る。南 さんが 言葉 と手 を協 同 させて いるこ とにはた

 ぶん深い意味が ある。わ た した ちのなかの幻想性 と物質性 とを それ によ って一挙 にか き混 ぜて し

 ま うか らだ。言葉 を身体感覚の なかに溶け込ませ,手 のよ うに物質体 としての身体 にか かわ らせ

 て いくことで,相 手の生理 じた いを,あ るい はみずか らの生理 へ のか かわ りその ものをず らせて

 い く。 〈性〉 その ものが 内蔵す る生理 か らのずれを,ぐ い と開 ききるのだ。 ぼ くらはこ うい うふ

 うに して他人の幻想世界 にかかわ ってい くことを恐 れてい る。 しか し,南 さん はひとにほん とう

 にかかわ るというのはそういうことだ と信 じている。 セ ックス ワークはあ る意味で は究極 のサ ー

 ビス業で あり,究 極 のナー スなの か もしれ ないという」[同 上,17頁]。 指 はともか く,言 葉 に

 っ いて はす くな くと も代 々木 にも十分に当て はあ る指摘 であ ろ う。

16) 本節の一部 は[田 中19991に 記載 してい る。

17) ほかの男優 の例 につ いては,代 々木[1992,130-134頁]と 藤木[1994]を 参照。

18) とはいえ,な ぜ父で はないのか,と い う点で,こ うした関係 もまた ジェンダー化 されてい る。

19) これ らの エ ピソー ド自体 がかれのオ ーガ ズム観 の由来 を示唆 している と言 え るが,よ り思弁 的

 な次元で は,代 々木 は,イ ンドの聖者で,セ ックスを肯定 的 にと らえた ヴァガワ ン ・ラジニ ー シ

 の名 前 を しば しば あ げて いる。 そ して,1989年 に会 った僧侶 佐 藤順 陽 との 出会 いが決 定 的 で

 あ ったと も言 う。 佐藤順陽 には 「始動!新 神 々の降臨」 という書物 があ る。 か れのエ ネルギ ー

 に触れた ことで,自 分 が ビデオ作成を通 じて しなければな らない使命 のよ うな ものを獲 得 した と

 いう[『 コラムニス ト2』1991,94頁]。

20)新 田は 「お姉様淫女隊」 シリーズ 「シャブッて ほしい?ク ワえ てほ しい?お 姉様 がイ ジ ッて

 あ げる!」(1999年)な どに出演 して いる。

21)新 田は,最 初か らこ うした能力が備わ った女性 として代 々木 の前 に現 れた ので はない。そ うで

 はな く,代 々木 との交流 を通 じて より深 く人間を理解す る力 を得 る ことにな った と考 え られて い

 る。

22) ただ し,こ の視聴者 は男性を想定 してい る。 この点にっ いて は,ア ダル ト ・ビデオが女性の オ

 ナニーに不 向きである,と いう藤本の指摘[1994,190-191頁]に 注目 したい。

23)田 辺 もまた,「 エ ロス は,差 異を認 めっっ同時にその差異 を乗 り越 えよ うとす る態度,ま た差

 異 を超え た同一性 を認識 しっっ同時 に差異 に基づい た関係性 を楽 しもうとす る態度 か ら生 じる」

 [田辺2002,261頁]と 指摘 し,「差異性 と同一性の相互交歓的関係 性」[同 上,265頁]と い う

 言葉で エ ロスを表現 する。 この相互交歓 とい う概念 はHQllerの 浸透 可能性 とい う視点 と重 なる。
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 また注15で 引用 した鷲 田の発言 を参照。

24) ターナー[1976コ の コムニ タス論 に慣れ親 しんだ文化 人類学 者な ら,代 々木 の言 う 「制度の世

 界」 とは構造の ことだ と考 えるで あろう。構造において は地位,義 務や権利が人間関係を支配 し

 て いる。 それ にたい し,コ ムニタスの様態で は,こ うした社会的な きまりごとが一時的であれ判

 断停止 とな る。 そ して,ふ だんなら許 されな い禁忌 の侵 犯や価値 ・役割の逆転が生 じる。

25) この引用箇所(第4章3節)は 宮台 の執筆担当であ る。

26)「 悪 しき主 体 mauvais sujets」 とは,厳 密に はアルチュセール(Louis Althusser, Pos伽 η∫,

 Paris:Editions socials, p.120)の 言葉であ る。詳 しくは山崎[1989コ を参照。

27) き っか けは,1982年 のS加 名θR必 という雑誌 に掲載 されて いたバ イブの広告 で読 んだ,自 立

 す るための一歩(一 本)と で も言 いたげな,フ ェ ミニス トたちの心を くす ぐるような文面であ っ

 た。
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資料1

■ 愛とは  いん らんパ フォーマ ンス特別編

(分)

   〈耕助 と冴子 の カップルが各々俳優 とSEXす る。>

11 〈耕助 と恵子 〉

   風 呂で ペ ッテ ィ ング。 冴子,別 室か らその様子 をモニ ターで見てい る。 嫉妬 のこ もった目。

   泣 き出す。

15  ソフ ァで ペ ッテ ィング。→ ベ ッ ドへ移動。

17 匠登場。 このあ と,二 組のカ ップルのセ ックスの場面が およそ30分 交互 に続 く。

(翌 日)

52 耕助 と恵子 が仲良 く散歩 して いるのを部屋か ら見て いた冴子が泣 きだす。

54 〈冴子 と匠〉 風 呂場で ペッティング。

   耕助 と恵子 が風 呂場 に来 る。ペ ッテ ィング始 める。

60 〈冴子 と匠〉 フェラ。

63  耕助 と恵子,風 呂か ら出 る。

64  冴子 と匠,風 呂か ら出 る。

65 匠 と恵子 に イ ンタ ビュー

   「(彼女 は)飛 び降 りたい気分だ とい っていま した。」(匠)

   「中途半端 にな る くらいな ら別れ た方がいいと思 う。」(恵 子)

68 匠 と冴子 に イ ンタ ビュー

70 耕助,冴 子 で話 し合 い。

   「あた しのセ ックス見て た?」 「声がす ごか った」

   「モニ ターで(彼 のセ ックスを)ず っと見てよ うと思 ってたけ ど見て らんなか った……」

   「(泣きなが ら)… …笑 わな い?… …今で もま だ愛 して る……だか らも しよか った ら……」

   「か れ(匠)の 方が良か ったって いうのが少 し悔 しいな。おまえそ ういうときはお世辞で も良

   くなか った って言 えよ」「違 うの。気持 ち よか ったのは体だ け」

80 〈耕助 と冴子 〉 ベ ッ ドへ移動 → ペ ッテ ィング,セ ックス

92 射精

   「(女を抱 き しめて)あ りが と う」(耕助)

95 耕助 と恵 子 にイ ンタ ビュー

   「これか らは(恵 子 とは)友 達関係」(耕助)

98 冴子 と匠,ペ ッテ ィング始 めるも冴子が拒否

   「あなたの こと嫌 い じゃないけど愛 してな い」

資料2

■ 目か くしFUCK わた しを犯 して1

(分)

1  イ ンタビュー

   ひか る: (セ ックスは)手 とか足 とか縛 られて,自 分が もう絶対 自由が きかない状態で ム リ

        ヤ リってかたちが いいです ね。
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    監督: そん なのや っても らったことあ る?

   ひかる: ないです。

    監督: いっ ごろか らそういうふ うな こと考 えるよ うにな ったの?

   ひかる: いっ ごろか らって いうか,ず っと(レ イプ願望)あ ったんです けど,私 生活 でそん

        な こと言 った ら変 なふ うに思われち ゃいますよね。

    監督: 実 はおん なを強引 に犯 してほ しい。 わた しを奪 って欲 しい と。

   ひか る: みん な口に出さな いだ けで,誰 で もあるん じゃないか な あって。

3  〈桜 と男優3人 〉

   桜 は目隠 しされて縛 られ,男 優3人 か ら視姦 される。

   ひか るは同 じ部屋 にある ソフ ァに縛 られ,目 隠 しされて座 って いる。

4  鋏 でス トッキ ングを切 り刻 まれ る。

   ペ ッティ ング(指 挿入)

9  (ひか る,桜 の喘 ぎ声 に反応 し悶え る。)

   桜,ペ ッティ ング,ク ンニで イクQ

12  フェラ。挿入

15  彦頁身寸。 フェラ

16  〈ひか る×男優4人 〉

   性器を顔 に押 し付 け られ る。 ペ ッテ ィング(指 挿入),オ ナニー させ られ る。

   ひか る: もっともっとズボズ ボ して!

   桜 はひか るの痴態 を見っっ欲情 している。

20  ク ンニ

22 張形挿入

24  イ ッた顔の ア ップとコメ ント

    監督: (男優 に)(桜,ひ かるが)戻 って くるか ら,手 握 っててあげて。 じゃな いと戻 れ

        な くなるか ら。(男 優が頬を叩 くと,ひ か るが目覚 め る)

    男優: どこ行 って たの?真 っ白にな っち ゃった?

   ひか る: (ぐ った り したまま)わ かんない……

    監督: どうだ った?

   ひか る: 気持 ちよか った……

    監督: 納得 したか い。ず っとこれ したか ったん だろ う。

27  イ ンタビュー

     桜:見 て るの と,ひ かるち ゃんが ヤ ッて るのを見 てる と,そ の通 りにな っちゃうん で

       す。 自分が頭ん中でち ょっと思 うと,自 分が そ うゆ う風 にや られて るようにな っ

        ち ゃう。

    監督: 挿入感み たいなのを感 じる?

     桜:あ るんです。

   ひかる:同 じです。桜 ちゃん とま った く同 じ。

    監督: はい って くる?

   ひか る: 本当 にはいって きて,ズ ンズ ンくる し,… … 同 じです。

28 桜,ク ンニ

   ひか る,桜 の痴態 に反応Q
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29  桜,挿 入(正 常位)

   ひか るが激 しく反応。「チ ャネ リング!」 の文字が はいる。

32 口内発 射

34  ひか る,張 形挿入(バ ックか ら)

35 ひか る,桜 のイ ッた顔 のア ップ。 コメン ト。

    監督: (ひかるにたい し)こ れで満足 しただ ろう,… … これで もうレイプ願望 か ら卒業す

   るだろ う。

    監 督: (ひかるの顔 を見 なが ら)な んに もない顔 してるね,い いね。

        天国行 ってんな。 これか らは愛のあるセ ックスがで きるよ うにな るな。

   (桜,起 きて周 りを見回す)

    監督: (桜にたい して)周 りの景色がめず らしいかい?ど こ行 って たの?

     桜:わ か らないです。す っこい幸せだ ったよ うな気 がす る。

    監 督: 死 んだ ときそ こに行 くんだ。

40 ひか る,ゆ れ戻 しが くる。喘 ぎ,泣 き出す。

    監督= 全部 出 しち ゃいな。

   ひか る:今 までのセ ックス って なんだ ったのか な……。 自分 自身が こんなに幸 せな気分 に

        なれ るってすば らしいなって思いま した。

    監督: 自分 に感謝 しなよ。

   ひか る: はい,い ます ごく幸 せで す。

資料3

■ 性感Xテ クニ ック処女

(分)

1  イ ンタビュー

    リサ: そ ういうこと(セ ックス)す るのが不 潔 じゃないんだ けど,男 の人 はすご く好 き

        なんだ けど,そ れ(セ ックス)だ けの対象 にされて いる気 が して……。

    監督: それで挿入を拒んだの?痛 いとか怖 いか らじゃな くて?

    リサ: それ はあ りま した。 指 とか入 れ られ ると痛 い し,ぜ ん ぜん気持 ち良 くないのに声

        とか 出さな くちゃって考 えた ら……Q… …(略)… … (周 りに)良 いセ ックスを

        して いる人 はいな くて。

    監督: フェ ラした り,ア ソコ触 られてる ときは気持 ちよか った り幸 せだ った りした?

    リサ: フェラ して相手が気持 ちよさそうだ った り した ら嬉 しい し,や って あげたい って

        思 うけど,自 分が指 とか入れ られ て もぜんぜ ん気持 ちよ くない し,た くさん され

        ると もうや めて,っ てかん じQ

3  〈日比野 と南智子〉

   ペ ッテ ィ ング

5  フェ ラ

6  騎上 位

9  フ ィニ ッシュ。 リサ泣 く。

    監督: あなた泣いてるけど下 は濡れてるで しょ。 下 は濡れて心 は幸せ… …い いね。 今 日

        は もうセ ックス しな くて いいね。
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    リサ: あた しもや りたい……。

    監督: 今 日はいっぱいや ってあげ るよ。 おちんちん入 れな くて も,射 精 しな くて ももっ

        といいセ ックスが あるって こ とを覚 えと くとい いね。 ……何 よ りエイズにかか ら

        な くて いいね(笑)。21世 紀 のセ ックス,究 極 のセ ックスです ね。

  ひびやん: 今 イ ッたと思 った もん。 その後動 けなか った もんね。

     南: (泣いて いる)泣 いたのは撮影 では初 めて。普段 は地 味 って言 われ るけど,今 日は

        ケダモノみ たいに ひびやんを貧 っちゃった。

    監 督:立 花が(二 人のプ レイを)見 てた らウケち ゃって,助 監督が下 に連れて行 った け

        ど。

   (立花ひか る登場)

    監 督: きみ,下 で イキま くってたよね(笑)

   ひか る:(笑)南 さんが(想 像 の中で)男 にな った り女 にな った りしてて,び っ くりしま し

        たo ・・・…  (田各)

    監 督: ひか るち ゃん,ひ びやん と抱 き合 ってみて くれ ない?

16  〈ひか ると日比野〉

   ひかるは喘 ぎ,悶 えて いる。

    監 督: 早 くこの レベルに まで達 しち ゃうと年取 って体 が崩 れて も大丈夫 だよね。

18 〈リサ と南智 子〉

   ペ ッテ ィング

23  バイ ブ

26 ひびやん登場。 〈日比野 と リサ〉

   ペ ッテ ィング(ク ンニ)

32 挿 入

36 処女喪失

37  イ ンタビュー

    リサ: あ りが とうございま した。 ……

    リサ: 痛いんだ けど,頭 の中は気持 ちよか った。

40  〈リサ ×南智子 ×日比野〉

   リサがひびやんをペ ッテ ィング

44  リサ,ひ びやんの性器を こす り,舐 める。 フェラ

45 南,ひ びやんの性器を しごき,リ サは舐 める

49  (リサの性器 のア ップ。濡れている)

50  監督: リサち ゃん はこっち(人 に してあげる)の 方が好 きみた いね。

     南: (リサの顔 を持 ち上 げて)目 が こんな に蕩 けて る。

    リサ: して るうちに 自分 も感 じちゃ う、

    監督: 潜在 的に してあげたい女性 って多 いんだね。

    リサ: 男 の人 が声 をあげた り,恥 ずか しい格好 を して くれ ると感 じち ゃう。
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資料4

■ 代 々木 忠作品(1981-1992)

  出典 山田陽一編 『代々木忠の世界 為の学校』(夏目書房,1995年,353-61頁)

*昭 和56年

愛染恭 子の本番撮 りシリーズ

Part l 淫欲 の うず き(30分)

Part 2 淫乱館 の失神夢(30分)

Part 3 め まい(30分)

*昭 和57年

愛染恭 子の本番生 撮 りシ リーズ

Part 4 華麗 な る愛の遍歴(60分)

Part 5 華麗 な る追憶(90分)

海外 版本番生撮 り

安西 エ リの禁断 のサ ンゴ礁(60分)

安西 エ リの南海 の楽園(禁 断の園)(30分)

山ロひろみ の白砂 は情事 の しとね(30分)

ドキ ュメ ン ト ザ ・オ ナニー シリー ズ

Part l 主婦 斎藤京子(30分)

Part 2 女優 田 口ゆか り(30分)

Part 3 女高生 西川小百合(30分)

Part 4 女子大 生 中 田加代子(30分)

Part 5 美容学 生 水城真理(30分)

Part 6 女子大 生 林久美(30分)

Part 7 0Lvs女 子大生 杉 山優vs白 鳥かお る(30分)

ドキ ュメ ン ト 新ザ ・オナニーシ リー ズ

Part 8 看護婦 小林礼子 の場合 25才(30分)

Part g モデル 高 田悠子 の場合 19才(30分)

Part 10 スチ ュワーデス イサベルの場合 24才(30分)

Part ll'81ミ ス ヌー ド世界3位 山宮智恵の場 合 19才(30分)

Part l2 エス コー トレデ ィ 野 口かおるの場合 20才(30分)

Part 13女 優 安西 エ リの場合 22才(30分)

Part 14 トル コ嬢 滝 ゆ う子 の場合18才(60分)

*昭 和58年

ドキ ュメ ン ト 新ザ ・オナニーシ リーズ

Part 15 ニ ューハ ー フ 橋本 すみれの場合 23才(60分)

Part l6主 婦 はみん な したい 萌神望友紀(30分)
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ザ ・ロ リー タ

Part 1 裸 舞(ら ぶ) (30分)

Part 2 と ・き ・め ・き(30分)

Part 3 夢 少女(30分)

ザ ・ ドキ ュメ ン ト オ ー ガ ズ ム

Part l SM作 品(60分)

Part 2 SM作 品(60分)

性 感 極 秘 テ ク ニ ック

Part l ぐ し ょ ぐ し ょな の … 。 愛染 恭 子(60分)

Part 2 こん な の 初 め て … 。 西 川瀬 里 奈(60分)

Part 3 腰 が抜 けち ゃ う… 。 萌 神望 友 紀(60分)

Part 4 あ あみ な い で … 。 佐 藤 祭子(60分)

Part 5 ど う して 腰 が 動 くの … 。栗 田 明子(60分)

ス トリ ップ 界 の ア イ ドル 美 加 マ ドカ(60分)

ザ ・ ドキ ュメ ン ト

出産(60分)

刺 青(60分)

*昭 和59年

ザ ・ ドキ ュメ ン ト 性 戯 実験 室

Part I ぼ く,こ わ い … ッ。(30分)

Part H バ ッ クか らお 願 い ッ… 。(30分)

Part皿 初 め ゆ っ く り,中 パ ッパ よ …。(30分)

PartlV だ って 気 持 ち い い ん だ もん …。(30分)

Partv 真 珠 が あ た る… 。(30分)

愛 染 恭 子 ザ ・サ バ イ バ ル(90分)

女 が ホ ン トに果 て る と き(60分)

大 学 対 校 本 番 大 会(ニ ャ ンニ ャ ン)(60分)

イ ン ド式SMハ ウ ツ ウ テ ク ニ ック

Part 1 女 が歓 ぶ 変態 テ クニ ッ ク編(60分)

Part 2 女 が狂 う じ ら しの テ クニ ック編(60分)

Part 3 女 が離 れ な い 完 全 飼 育 編(60分)

ドキ ュ メ ン タ リー ハ ウ ツ ウ ・オ ナ ニ ー ・テ クニ ッ ク

Part 1 女 子 高 生 攻 略 法(45分)

Part 2 0L攻 略 法(45分)

Part 3 人 妻 攻 略 法(45分)

美 少 女N(30分)

キ ュ ー ト ・レズ ビア ン(30分)

好 寄 心(90分)

マ ス ペ ッ ト ・ギ ャル NO .1(30分)

ザ ッッ宴 会 テ イ メ ン ト(60分)
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新 ・性 感 極 秘 テ ク ニ ッ ク

Part 1 い っぱ い 出 て る 水 野 真 美(60分)

Part 2 本 物 が ほ しい 望月 あ ゆ み(60分)

Part 3 先 生 の ち ょ うだ い 五 十 嵐 涼 子(60分)

Part 4 も うべ ち ょべ ち ょ 小 早 川 ひ と み/田 村 悠 子(60分)

Part 5 も っ とや っ て 末次 富 士 子(60分)

*昭 和60年

オ ナ ニ ー3 ザ 。バ イ ブ(90分)

マ ス ペ ッ ト ・ギ ャル NO,2(30分)

と び っ き りギ ャル 無 垢 ・剥 くメ ニ ュー

こん な の恥 ず か しい/小 暮 ゆ か り(60分)

怖 い け ど好 き/中 野 絵 里 子(45分)

ぜ ～ んぶ 見 せ ち ゃ う もん/佐 々 木 里 美(45分)

性 感 極 秘 テ クニ ック 。スペ シ ャル(90分)

マ ス ペ ッ ト ・ギ ャル NO.3(30分)

サ イ コ催 眠 エ ク ス タ シ ー

Part l 驚 異 の マ イ ン ド ・オ ー ガ ズ ム/愛 染 恭子(60分)

Part 2 四 次 元SEXの 全 て/相 原真 理(60分)

Part 3 女 の 夢 精 の不 思 議/滝 川 真 子(60分)

Part 4 失 神 の世 界/萌 神 望 友 紀(60分)

Part 5 神 秘 女 の本 能/望 月 あ ゆみ(60分)

Part 6 ト リ ップSEXの 魔術/杉 本 羽 純(60分)

Part 7 ト リ ップ ・オ ナ ニ ー/小 早 川 ひ とみ(60分)

ね あ か オ ナ ニ ー(30分)

ね く らオ ナ ニ ー(30分)

好 寄 心2(90分)

あ りさ の ぴ くぴ くパ ラ ダイ ス(60分)

愛 染 オ ン ・ス テ ー ジ(60分)

梨 花 の排 泄 日記(60分)

オ ナ ニ ー ・スペ シ ャル あ こが れ ト リオ(45分)

か ぐ や姫

清 水 ひ とみ の は じ らい(60分)

清 水 ひ とみ ・うず き(30分)

セ ク シー4

Part 1 あ の ニ ャ ンニ ャ ンを も う一 度(60分)

Part 2 奥 まで ム キ ム キ(60分)

Part 3 お に ゃ ん娘 ゴ ッコ(60分)

Part 4 い っ し ょに感 じて(60分)

悪 戯

柏 木 早 苗(30分)
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清 水 ひ と み(30分)

進 藤 恵(30分)

奈 月 恵 子(30分)

大 崎 忍(30分)

性 感 マ ッサ ー ジ ・奥 義

田 口 ゆ か り(30分)

橘 良 子(30分)

中 村 京 子(30分)

立 木 良 美(30分)

奈 月 恵 子(30分)

*昭 和61年

THEエ ロ ス

vol.1 トレー シーvs愛 染 ・レズ狂 艶(30分)

vol.2 トレー シーvs愛 染 ・童 貞 破 り(60分)

vol.3 トレー シーvsワ イ セ ッ軍 団 ・豪 華 淫 乱(60分)

い ん らん

主 婦 ひ か り(60分)

女 子 大 生 優子(60分)

学 生 エ ミ(60分)

モ デ ル 真 樹(60分)

OL 絵 里 子(60分)

愛 川 深雪(60分)

沙 耶 とま こ(60分)

三Pレ ズ狂 態(60分)

マ ス ペ ッ ト ・ギ ャル

NO.4 松 原 エ ミ(30分)

NO.5 谷 口真 樹(30分)

NO.6 青 葉 ひ か り(30分)

NO.7 野 口優 子(30分)

NO.8 愛 川 深 雪(30分)

セ ク シー4

vo1,5 な ん て った って モ ッコ リ(60分)

vo1.6 さ わ って マ ン ゴ(60分)

vol.7 ご きげ ん フ ァ ック ン(60分)

vol.8 コカ ンで ウ イ ンク(60分)

隷 嬢(90分)

性 感 マ ッサ ー ジ ・奥 義 豪 華 版(90分)

ザ ・悪 戯 ス ペ シャ ル版(90分)

ザ ・エ ロ ス 総 集 編

ト レー シ ー ・ロ ー ズ 愛 染 恭 子 競 演(90分)
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性 感 極 秘 テ ク ニ ッ ク パ ー フ ェ ク ト(90分)

セ ニ ョ リー タ vo1.1 しび れ マ ン タ(60分)

*昭 和62年

テ ィ ッ シ ュGAL

星 野 麻 由vs山 口美 樹(30分)

パ ッ ク リマ ン3(30分)

ミラ ー マ ン娘(30分)

セ ニ ョ リー タ

voL 2 は ま ぐ りマ ン ボ(70分)

vol.3 うか れ て ア ンコ(70分)

vol.4 ひ ろ げ て ワ カ メ(60分)

vol.5 イ カ れ て マ ン チ ョ ビ(60分)

いん ら ん パ フ ォ ー マ ン ス

GINZAカ リカ リ娘(60分)

狸 流 吹 宴 会(わ い る ど ぱ 一て い)(60分)

夫 婦(60分)

巨根(50分)

TEL㊧ 盗 撮(60分)

恋 人(90分)

恋 愛 ゲ ー ム(60分)

ア ダル ト女 優(60分)

撮 影 現 場 裏 表(60分)

「私 は イ ンラ ンで す 」(60分)

森 田 水 絵 ス ペ シ ャル セ ク シ ー4 AGAIN(30分)

セ ク シー メ イ ツ

vd.1 0MATAカ ー ニ バ ル(72分)

vol.2 マ ング リSAMBA(70分)

ザ ・いん らん豪 華 版(90分)

ザ ・いん らん2(90分)

*昭 和63年

い ん らん パ フ ォー マ ン ス

色 即 是 空(60分)

淫 靡 如 来(90分)

淫 科 少 女(60分)

サ オ 師(60分)

淫 行 菩 薩(90分)

お し ゃぶ り少 女(60分)

唾 え 弁 天(90分)

妻 と夫 とサ オ師 た ち(60分)
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愛 とは(108分)

処女喪失(60分)

淫乱天使(90分)

名器 ・淫乱 ・挑 発娘(90分)

セクシーメイツ

vol.3 ぱいチュウPARTY(62分)

vol.4 KOKAN艶 ジェル(70分)

vo1.5 アイ ドル危機一発(75分)

vol.6 射Sayハ リケー ン(82分)

いん らんパ フォーマ ンスバー ジョン(80分)

vol.7 微 ・少女 クライマ ックス(82分)

vo1.8 燃え立 ちフ ィナー レ(90分)

セニ ョリー タ SPECIAL特 版(90分)

セ クシー4 BESTエ レク ション(90分)

淫乱催眠術(90分)

淫舌L一族 (90分)

*平 成元年

いん らんパ フォー マンス

豪 華版 ザ ・カ リ取 り合戦(100分)

沙弥加 タコFUCK(60分)

嫉 妬で濡れ る女達(45分)

肉欲 ・愛欲(90分)

◇ サイ コスペ シャル 無差別快楽(90分)

姉妹(90分)

処 女 と淫女 とエ ロ事師(90分)

私 マ ジメな女子大生(90分)

処女 と発情妻(90分)

舌戯乱 ロスペ シャル(90分)

デカ乳 ・潮吹 き ・挑発娘(90分)

性豪/中 原 絵美 林由美香(90分)

目か くしFUCK

面接 で 「翔ん じゃった」(50分)

目か くしFUCKシ リーズ(CM集)(15分)

女学生(70分)

女子寮 の潮吹 き女(50分)

前 も後 も(50分)

お くちい っぱい(60分)

処女 だ!(60分)

熟女 と女子大生(50分)

いや らしい ことして くだ さい(60分)
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畑中葉子 と看護婦 さん(60分)

あっ1潮 吹 きだ!!(60分)

絶叫 ブルー ス 黒人vsサ オ師(45分)

セク シーメイッ ファイナル(45分)

新人 パ フォーマ ンス 看護婦(60分)

*平 成2年

いん らんパ フォーマ ンス

特別 版 密教昇天 の極意(80分)

That's艶 会 テ ィメ ン ト(75分)

巨根(USA)vs性 豪(JAPAN)(60分)

樹 まり子/中 に出 して!(50分)

淫女 子(50分)

寺崎泉 の本 気 じる し(60分)

目か くしFUCK

の どの奥 まで(80分)

あ っ!失 神 だ!!(50分)

お尻 もい じめて(60分)

お にいち ゃんあ りが とう(60分)

ひゃあ!い や らしい!!(60分)

こん なに グチ ョグチ ョ(60分)

私 を犯 して っ!(50分)

お尻 もズ ボズボ(45分)

林 由美 香 驚愕!連 続失 神(60分)

あ あっ,出 ちゃ う(50分)

やめて,イ ヤや めないで(60分)

チ ャネ リングFUCK

悪霊 と聖霊 たち(90分)

山下 麻衣 の失神 す るまで(60分)

ズボ ズボきち ゃう(60分)

淫乱波動 前 も後 も(50分)

隷嬢淫乱館(75分)

お尻で失神(60分)

チ ャネ リング特報(30分)

ザ ・面接 いや らしい ことされち ゃった(60分)

*平 成3年

チ ャネ リングパ フ ォーマ ンス

大淫開(90分)

胎内宇宙(65分)

秘戯大公 開(70分)
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素人発情地 帯

この女,門 限あ り(50分)

スカウ トマ ン殺 しの女(60分)

「夫 には内証 に して くだ さい」(60分)

私,乱 れていいですか(60分)

こん な私 は銀行 員(50分)

奥 さん,い や らしす ぎます(50分)

ボデ ィコン放心FUCK(60分)

制服 の女 の子(60分)

奥 さん,そ んな ことまで(60分)

性感Xテ クニ ック(60分)

性感Xテ クニ ック

恥 ずか しいけど もっとして(60分)

じらさないで,や めないで(60分)

変態!性 戯 の味方(60分)

お嬢様,は り裂 けそ うっ!!(60分)

肉卍(60分)

10倍 感 じる逆転FUCK(60分)

ス ゴすぎます!(60分)

いんらんパフ ォーマ ンス

現役女学生(60分)

淫女/椎 名美月(60分)

代 々木忠 のいん らんテ ィメ ン ト 処女 か!淫 乱か!(60分)

処女喪失 スペ シャル(60分)

チ ャネマ ンフェステ ィバル(60分)

目か くしFUCK 私 を女 に して(40分)

*平 成4年

いん らんパ フ ォーマ ンス 激女/椎 名美月(60分)

素人発情地 帯

奥 さん,清 純 す ぎます(60分)

芸者(ね え)さ ん,そ こまでするの(80分)

悪戯 されたお嬢様(60分)

処女膜強靱症 の医大生(60分)

淫乱 な女 にな りたいの(60分)

奥 さん,お 金欲 しいんだ って(60分)

奥 さん,別 れたんだ って(75分)

奥 さん,ダ ンナが浮気 したんだって(75分)

奥 さん,ダ ンナ じゃ濡れないんだ って(60分)

奥 さん,不 自由 して るんだ って(60分)

監禁(60分)
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性感Xテ クニック

プロの秘技 教え ます(60分)

特別版 林 由美香vs代 々木忠(60分)

処女(60分)

人妻(60分)

新人 さん,い ら っ しゃい

濡 れて る くせ に,ジ タバ タすんな っ!(50分)

お もら しで失神 すんな っ!(50分)

腰 が抜 けて も,腰 っかえ!(60分)

おか されてん のに尻ふ るなっ!(50分)

再起不能 の淫乱 娘(60分)

お も らししち ゃって いいですか(60分)

感 じる ビデオ ドグ(40分)

AV女 優vsお 嬢様

肉体 の選択(60分)

私 のほ うが淫乱です(60分)

お嬢様vs銀 行 員(65分)
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